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法律上の注意
組み込みのヘルプシステムおよび電子的に配布される資料も含めたこのドキュメント (以下「本書」)はお客

様への情報提供のみを目的としたもので、Arcserveにより随時、変更または撤回されることがあります。この

ドキュメントは、Arcserveの専有情報であり、Arcserveの事前の書面による承諾なしに、全部または一部をコ

ピー、譲渡、複製、開示、変更、複写することを禁止します。

本ドキュメントで言及されているソフトウェア製品のライセンスを受けたユーザは、社内でユーザおよび従業員

が使用する場合に限り、当該ソフトウェアに関連する本ドキュメントのコピーを妥当な部数だけ作成できま

す。ただし、Arcserveのすべての著作権表示およびその説明を当該複製に添付することを条件とします。

本書を印刷するかまたはコピーを作成する上記の権利は、当該ソフトウェアのライセンスが完全に有効となっ

ている期間内に限定されます。いかなる理由であれ、そのライセンスが終了した場合には、ユーザはArcserve
に本書の全部または一部を複製したコピーを Arcserveに返却したか、または破棄したことを文書で証明する

責任を負います。

準拠法により認められる限り、ARCSERVEは本書を現状有姿のまま提供し、商品性、お客様の使用目的に

対する適合性、他者の権利に対する不侵害についての黙示の保証を含むいかなる保証もしません。また、

本システムの使用に起因して、逸失利益、投資損失、業務の中断、営業権の喪失、情報の損失等、い

かなる損害 (直接損害か間接損害かを問いません)が発生しても、ARCSERVEはお客様または第三者に対

し責任を負いません。ARCSERVEがかかる損害の発生の可能性について事前に明示に通告されていた場合

も同様とします。

本書に記載されたソフトウェア製品は、該当するライセンス契約書に従い使用されるものであり、当該ライセ

ンス契約書はこの通知の条件によっていかなる変更も行われません。

本書の制作者はArcserveです。

「制限された権利」のもとでの提供：アメリカ合衆国政府が使用、複製、開示する場合は、FAR Section
12.212、52.227-14、52.227-19(c)(1) - (2)、DFARS Section 252.227-7014(b)(3)、またはこれらの後継の条項で規

定されている該当する制限に従うものとします。

© 2024 Arcserve (その関連会社および子会社を含む) All rights reserved.サードパーティの商標または著作

権は各所有者に帰属します。



Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserveサポート チームは、技術的な問題を解決する際に役立つ豊富なリソー

スセットを提供し、重要な製品情報にも容易にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserveサポートをご利用いただくと次のことができます。

Arcserveサポート の専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品

関連 KB技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけること

ができます。

ライブチャット リンクを使用して、Arcserveサポート チームと瞬時にリアルタイム

で会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスしたまま、

懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserveグローバルユーザコミュニティでは、質疑応答、ヒントの共有、ベスト

プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加できます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

http://www.arcserve.com/support
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第1章 : Arcserve ライセンスドキュメントの使用

Arcserve製品ライセンスユーザガイドへようこそ。このガイドでは、Arcserve製品に

ライセンスを適用する方法について説明します。また、Arcserveライセンスポータル

を使用して Arcserve製品の複数のライセンスを一元管理する方法についても説

明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve ライセンスユーザガイドについて 8

Arcserve 製品リファレンス 9

言語サポート 10

第1章 : Arcserve ライセンスドキュメントの使用 7



Arcserve ライセンスユーザガイドについて

Arcserve ライセンスユーザガイドについて

Arcserveライセンスユーザガイドに従って操作すると、Arcserve製品のライセンス

のアクティベーションを完了することができます。このガイドでは、製品購入後にアク

ティベーションプロセスを完了するために必要なプロセスについて説明します。

このドキュメントの主なセクション

第 2章では、Arcserve製品のライセンスのアクティベーションを理解するうえ

で重要な機能について概説します。

第 3章では、Arcserve Email Archivingのライセンスをアクティブ化、管理、お

よび非アクティブ化する方法について説明します。

第 4章では、Arcserve UDPのライセンスをアクティブ化、管理、および非アク

ティブ化する方法について説明します。

第 5章では、Arcserve Backupのライセンスをアクティブ化、管理、および非

アクティブ化する方法について説明します。

第 6章では、スタンドアロンエージェントのライセンスをアクティブ化する方法

について説明します。

第 7章では、トライアルモードで Arcserve製品を使用する方法について説

明します。

第 8章では、Arcserveライセンスポータルを使用してライセンスを管理する

ための手順を順を追って説明します。

第 9章では、FAQ (よくある質問 )の回答を示します。

第 10章では、リストされている問題のトラブルシューティング手順を示しま

す。

8 Arcserve ライセンスガイド



Arcserve製品リファレンス

Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve製品は以下のとおりです。

Arcserve® Backup

Arcserve® Unified Data Protection

Arcserve® Unified Data Protection Archiving

第1章 : Arcserve ライセンスドキュメントの使用 9



言語サポート

言語サポート

翻訳済み製品 (ローカライズ済み製品とも言います) とは、製品のユーザインター

フェース、オンラインヘルプ、その他ドキュメントのローカル言語サポートに加えて、

日付、時刻、通貨、数値に関してローカル言語でのデフォルトの書式設定をサ

ポートする国際化製品です。

このリリースは、英語リリースに加えて、以下の言語に翻訳/ローカライズされていま

す。

言語 HTML PDF
中国語 (簡体字 ) リンク リンク

中国語 (繁体字 ) リンク リンク

フランス語 リンク リンク

ドイツ語 リンク リンク

イタリア語 リンク リンク

日本語 リンク リンク

韓国語 リンク リンク

ポルトガル語 リンク リンク

スペイン語 リンク リンク
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第2章 : Arcserve 製品ライセンスアクティベーションの

理解

Arcserveでは、Arcserveライセンスポータルという名前のポータルを使用して、複

数のArcserve製品のライセンスをアクティブ化および管理できます。製品ライセン

スプロセスでは、製品コンソールから新しいライセンスを直接アクティブ化し、

Arcserveライセンスポータルを使用してライセンスの使用を管理することができま

す。ライセンスプロセスは、オフラインモードでも使用されます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

主な機能 12

機能および性能 13
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主な機能

主な機能

Arcserve製品アクティベーションの主な機能を以下に示します。

Order ID と Fulfillment Numberを使用して、Arcserve製品をアクティブ化でき

ます。

Order ID と Fulfillment Numberは、以前のバージョンでライセンスキーが記載

されていたものと同じライセンスプログラム証明書に印刷されています。

1つの電子メールアドレスを使用して、複数のArcserve製品アクティベーショ

ンを管理できます。

この電子メールアドレスは、確認メッセージおよびアクティベーションリンクを受

け取るほか、Arcserveライセンスポータルでライセンスを管理するために使用さ

れます。

注：必要に応じて、購入の際に使用したのとは異なる電子メールアドレスを

使用できます。

同じライセンス証明書の詳細を使用して、異なる場所にインストールされてい

る複数のArcserve製品をアクティブ化できます。

この機能により、さまざまなシステム間で正しいフルフィルメントを自動的に共

有できます。

Arcserve製品サーバがインターネットにアクセスできない場合、オフラインモー

ドの製品アクティベーションが自動的に利用可能になります。

特別なシナリオの場合は、Arcserve UDPコンソールに通知が送信されます。た

とえば、アクティベーションなし、ライセンス済み容量に近い使用状況、期限

切れなどです。

第2章 : Arcserve製品ライセンスアクティベーションの理解 12



機能および性能

現在のページ：

機能および性能

Arcserve製品のエディション、機能、性能、および展開オプションを以下に示しま

す。

機能および性

能
Free Workstation Standard Advanced Premium Appliance

Windows のイ

メージ ベース

のバックアップ

ベアメタル復

旧 ( UEFI およ

びセキュア

ブートのサ

ポートを含む)
統合された

Web ベースの

一元管理

該当

なし

グローバルな

ソースデデュ

プリケーション

該当

なし

WAN 最適化
該当

なし

vSphere およ

び Hyper-V に

対する仮想ス

タンバイ

該当

なし

基本的なテー

プバックアップ

( UDP復旧ポ

イントのテープ

へのマイグレー

ション、単一

のテープドラ

イブのサポー

ト )

該当

なし

Linux のイメー

ジ ベースの

バックアップ

該当

なし
該当なし

13 Arcserve ライセンスガイド



機能および性能

vSphere およ

び Hyper-V の

エージェントレ

スバックアップ

該当

なし
該当なし

UNC パス

( CIFS/NFS) か
らのバックアッ

プ

該当

なし
該当なし

vSphere およ

び Hyper-V の

自動 VM 保

護

該当

なし
該当なし 該当なし

vSphere およ

び Hyper-V に

対するインス

タント VM

該当

なし
該当なし 該当なし

GCP、Amazon
EC2、Azure に

対する仮想ス

タンバイおよび

インスタント

VM

該当

なし
該当なし 該当なし

CSVFS のサ

ポートおよび

Point-In-Time
復旧を含む

Microsoft SQL
のサポート (ア
プリケーション

対応のバック

アップおよび復

旧 )

該当

なし

SQL Express
のみ

該当なし

詳細復旧を

含む

Microsoft
Exchange のサ

ポート (アプリ

ケーション対

応のバックアッ

プおよび復

旧 )

該当

なし
該当なし 該当なし
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機能および性能

Oracle Linux
UEK
( Unbreakable
Enterprise
Kernel) のサ

ポート

該当

なし
該当なし 該当なし

Nutanix AHV
VM のエージェ

ントレスバック

アップ

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

Nutanix AHV
に対するイン

スタント VM
および仮想ス

タンバイ

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

Nutanix AHV
の自動 VM
保護

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

SLA レポート

用のアシュ

アード リカバリ

テスト

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

完全なテープ

バックアップ

(複数のテー

プドライブのラ

イブラリ、

NDMP、CIFS
バックアップお

よび広範なプ

ラットフォーム

のサポート )

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

vSphere のPE
3PAR、
Nimble、
NetApp ハー

ドウェアスナッ

プショット

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

VSS ハードウェ

アスナップ

ショットのサ

ポート

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし
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機能および性能

役割ベースの

管理

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

アシュアード

セキュリティ

該当

なし
該当なし 該当なし 該当なし

注：Office 365バックアップ - Exchangeオンライン( 6.5)、SharePoint Online ( 6.5
Update 4)、およびOneDrive ( 7.0の新機能 )では、ユーザライセンスと管理容量

ライセンスは互換性があります。
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第3章 : Arcserve Email Archiving のArcserve ライセン

スの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法 18

オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法 23

ライセンスを管理する方法 32

Arcserve Email Archiving ライセンスを非アクティブ化する方法 38
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オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアク

ティブ化する方法

Email Archivingを使用すると、Email Archivingコンソールから直接製品ライセンス

をアクティブ化することができます。Email Archivingのライセンスは、Super Adminだ

けがアクティブ化することができます。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示されます。［製品アクティベー

ションの詳細］タブが表示されます。

3. ［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力し

ます。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名
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オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

Order ID

Order IDを指定します。

注：製品の購入後、Order IDが送信されます。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：製品の購入後、Fulfillment Numberが送信されます。

注：任意で［製品向上プログラム］チェックボックスをオンにして、このプログラ

ムに参加することもできます。

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを

収集することに同意します。］チェックボックスをオンにするまで、製品のライ

センスまたはアクティベーションは行われません。

4. ［アクティブ化］をクリックします。

注：［アクティブ化］ボタンは、電子メールアドレス、Order ID、Fulfillment
Numberなどの必須フィールドの詳細を入力すると有効になります。

指定したOrder IDおよび Fulfillment Numberが正しい場合は、確認ダイア

ログボックスが表示されます。

5. 確認ダイアログボックスで、［閉じる］をクリックします。

Arcserveは登録およびライセンスアクティブ化プロセスの完了に役立つ確認

メールを送信します。

6. アクティベーションで指定した電子メールアドレスで、Arcserveからの登録

メールを開き、以下の手順を実行します。

a. その登録電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックしま

す。
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オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

以前 Arcserve Email Archivingのライセンスアクティベーションを実行し

ている場合 (既存のユーザ)、下記の手順 cに移動します。

Arcserve Email Archiving の新規ユーザへの注意 ! 受信した電子メー

ルから［アクティブ化］オプションをクリックすると、ライセンスアクティベー

ションが正常に完了し、アクティベーションに使用されるサーバにすべて

のライセンス数が割り当てられます。ただし、アクティベーション電子

メールに記載されている複数のサーバへのライセンスの詳細な割り当

てオプションを選択する場合、下記の手順が適用されます。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入

力された状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されま

す。

注：アクティベーションを完了するには、リンクを使用して、Arcserveラ
イセンスポータルのプロファイルを作成します。プロファイルを作成する

には、パスワードを入力し、ライセンスプールを 1つ作成します。

b. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、Arcserveライセンスポータ

ルのプロファイルを作成するために希望のパスワードを入力し、［保
存］をクリックします。

［ライセンスプールの作成］ダイアログボックスが表示されます。

c. ［ライセンスプールの作成］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力

します。

ライセンスプール名：ライセンスプールの名前を示します。

単位：製品に使用される単位のタイプを示します。
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オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

新しいプール数 : アクティブ化する数量を示します。

注：メールボックスごとに提供されるライセンスの数。

メールボックスごと：アーカイブに使用するメールボックスの数を示しま

す。

d. ［保存］をクリックして、ライセンスアクティベーションプロセスを完了しま

す。

Arcserveライセンスポータルのログインページが表示されます。

Arcserve製品ライセンスを管理する必要があるときはログインします。

アクティベーションを完了すると、Email Archivingコンソールに戻ります。

7. ［製品アクティベーション］タブのアクティベーションのステータスを確認してくだ

さい。

ライセンスがアクティブ化されたことを確認するメッセージが表示され、必要

に応じて電子メールアドレスを更新することができます。

8. コンソールから直接ライセンスを管理するには、［ライセンス管理］タブをクリッ

クします。
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オンラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

9. ［ライセンスの更新］をクリックして、アクティブ化されたライセンスを表示しま

す。

すべてのライセンスを直接管理するには、［Arcserve ポータルを開く］を使用

します。

ビデオで手順を確認するには、「Arcserve Email Archivingライセンスをオンラインで

アクティブ化する方法」をクリックします。
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアク

ティブ化する方法

オンラインでない場合でも、Email Archivingライセンスをアクティブ化することができ

ます。Arcserve製品がインターネットにアクセスできない場合は、オフラインアクティ

ベーションに自動的にリダイレクトされます。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスの［製品アクティベーション］タブ

で［アクティブ化］をクリックすると、Email Archivingコンソールからオフラインアクティ

ベーションが開始されます。Email Archivingは、オフラインアクティベーション方式が

要求されたことを検知し、オフラインアクティベーションを完了できるようにサポート

します。

重要：1台のマシンでオフラインでのアクティベーションプロセスを完了するには、別

のマシンでインターネットにアクセスする必要があります。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示されます。［製品アクティベー

ションの詳細］タブが表示されます。
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

3. ［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力し

ます。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455.

Order ID

Order IDを指定します。

注：製品の購入後、Order IDが送信されます。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：製品の購入後、Fulfillment Numberが送信されます。

注：任意で［製品向上プログラム］チェックボックスをオンにして、このプログラ

ムに参加することもできます。

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを

収集することに同意します。］チェックボックスをオンにするまで、製品のライ

センスまたはアクティベーションは行われません。

4. ［アクティブ化］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ウィンドウが開きます。

5. ［製品アクティベーション］タブの［保存］をクリックします。

重要：オフラインでのアクティベーションプロセスを完了するには、下の画面に

示された次の手順に従ってください。

activation.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

/var/fas/www/Offline
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

6. オンラインマシンで次の手順に従います。

a. インターネットにアクセスできるマシンにactivation.arcファイルをコピー

し、同じマシンで以下のURLを開きます。

注：利便性のため、secure copy ( scp)ツールで、UDP_admin資格情

報を使用して activation.arcファイルをコピーすることをお勧めします。

https://www.arcserve-register.com/AERPEndUserPortal/index.html#/

Arcserveライセンスポータルが開きます。

b. ログインページで［オフラインモードでのアクティブ化/非アクティブ化］
をクリックします。
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オフラインアクティベーションのページが開きます。

c. 保存した activation.arcファイルをオフラインアクティベーションのページ

にドラッグアンド ドロップします。

d. ［アップロード］をクリックします。

次のポップアップメッセージが表示されます。

製品のアクティベーションがほぼ完了しました。電子メールアドレスに

送信された電子メールのリンクに従って、製品のアクティベーションを完
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

了してください。

e. アクティベーションに指定した電子メールアドレスを開きます。

Arcserveの登録の電子メールを確認できます。

f. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが開きます。ユーザの電子メールがすでに入力

された状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

注：Arcserveアクティベーションを完了するには、このリンクでライセンス

ポータルのプロファイルを作成する必要があります。プロファイルを作成

するには、パスワードを入力し、ライセンスプールを 1つ作成する必要

があります。

g. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、希望のパスワードを入力

し、［保存］をクリックします。
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

［ライセンスプール］ダイアログボックスが表示されます。

h. 次の操作を実行してライセンスプールを作成し、［保存］をクリックしま

す。

重要：ライセンスプールを作成しない場合、マシンにライセンスは表

示されません。

i. ライセンスプールの名前を［ライセンスプール名］に入力し

ます。

ii. プールに追加するライセンスの数量を［新しいプールの数

量］に入力します。

注：必要に応じて、後でライセンスプールにさらにライセンスを

追加できます。
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserveライセンスポータルのログインページが開きます。

i. 登録に使用したのと同じ認証情報を使用して Arcserveライセンス

ポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルのホームページが表示されます。

j. ホームページの［オフラインアクティブ化］をクリックします。
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

k. 製品一覧から製品名を選択し、［ダウンロード］をクリックします。

ativation.arcファイルがマシンにダウンロードされます。

オプション［アクティブ化する製品を選択する］に Email Archiving
製品のみが含まれる場合、以下のダイアログボックスが表示さ

れます。

オプション［アクティブ化する製品を選択する］に他のArcserve
製品のEmail Archivingが含まれる場合、以下のダイアログボッ
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オフラインで Arcserve Email Archiving ライセンスをアクティブ化する方法

クスが表示されます。

l. activation.arcファイルに移動し、現在のマシンからオフラインマシンの

次のパスにファイルをコピーします。

/var/fas/www/Offline

注：利便性のため、secure copy ( scp)ツールで、UDP_admin資格情

報を使用して activation.arcファイルをコピーすることをお勧めします。

7. オフラインマシンのEmail Archivingコンソールで［アクティベーションとライセン

ス］ウィンドウを開き、［ライセンス管理］をクリックします。

8. ［ライセンスの更新］をクリックして、アクティブ化されたライセンスを確認しま

す。

オフラインマシンのアクティブ化されたライセンスを確認できます。

オフライン方式を使用した Email Archivingライセンスのアクティブ化が完了しまし

た。
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ライセンスを管理する方法

ライセンスを管理する方法

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

プロファイルへのライセンスの割り当て

メールボックスへのライセンスの割り当て
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ライセンスを管理する方法

プロファイルへのライセンスの割り当て

Super Adminは、Email Archivingおよびライセンスを割り当てるためにすでに作成さ

れているプロファイルをアクティブ化する必要があります。

注：各プロファイルについて、割り当てられているライセンス数のデフォルトは 0で
す。Super Adminは、各プロファイルに対して、必要なライセンス数を手動で割り

当てる必要があります。

プロファイル、ドメイン、および管理者を作成する方法の詳細については、「Email
Archivingの設定」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示されます。［製品アクティベー

ションの詳細］タブが表示されます。

3. ［ライセンス管理］タブをクリックします。

［ArcserveEmail Archiving ライセンス］および［プロファイルごとのラインセンス

の使用］タブが表示されます。

ArcserveEmail Archiving［ ライセンス］タブには、ライセンスについて購入済

み、割り当て済み、ライセンスがない数の合計が表示されます。
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ライセンスを管理する方法

4. ［プロファイルごとのラインセンスの使用］タブで、ライセンスを割り当てるプロ

ファイルをクリックします。

［ライセンスの割り当て］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［ライセンスの割り当て］ダイアログボックスで、以下のフィールドを表示するこ

とができます。

［使用可能なライセンスの合計］

メールボックスあたりの利用可能なライセンスの総数が表示されます。

［プロファイルへのライセンスの割り当て］

選択したプロファイルへのライセンスの割り当てに役立ちます。

［有効期限 ( オプション) ］

特定のプロファイルに割り当てられたライセンスの有効期限を入力し

ます。

メールボックスごとのArcserve Email Archiving 6.0

メールボックスごとのライセンスの詳細が表示されます。
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［合計購入数］

特定のプロファイルに割り当てる必要があるライセンス数を入力

します。

注：購入済みライセンスの総数は、入力されたライセンス数より

も常に大きくなります。

［使用されているライセンス］

特定のプロファイルで使用されているライセンスの数が表示され

ます。

［ライセンスなし］

ライセンスされていないメールボックスの数が表示されます。

6. ［保存］をクリックしてライセンスを割り当てます。

注：プロファイルへのライセンス割り当てを解除する場合は、数値「0」を［合計購

入数］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。

プロファイルに正常にライセンスが割り当てられました。

ビデオで手順を確認するには、「Email Archivingのライセンスを管理する方法」を

クリックします。
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ライセンスを管理する方法

メールボックスへのライセンスの割り当て

メールボックスごとの使用可能なライセンスに基づいて、Master Adminはメールボッ

クスを管理できます。

以下の手順に従います。

1. Master Admin として Email Archivingにログインします。

2. ［管理］メニューから［ライセンス管理］をクリックします。

ArcserveEmail Archiving［ ライセンス］タブには、ライセンスについて購入済

み、割り当て済み、ライセンスがない数の合計が表示されます。

［ライセンス管理］タブが表示されます。

注：検索オプションでメールボックス名を使用して、必要なメールボックスを

検索することができます。

3. ［メールボックスごとのArcserve Email Archiving 6.0］タブで、プロファイルで使

用可能なメールボックスユーザのリストを表示できます。

注：ユーザは、リストに電子メールアドレスが表示されるように、1つ以上の

電子メールを送信する必要があります。

プロファイル、ドメイン、および管理者を作成する方法の詳細については、

「Email Archivingの設定」を参照してください。

4. 使用可能なライセンスオプションから、チェックボックスを使用して、必要に

応じてライセンスの割り当てや割り当て解除を行うことができます。
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ライセンスを管理する方法

5. チェックボックスオプションを使用してライセンスを割り当てた後、［保存］をク

リックします。

注：［Arcserve Email Archiving ライセンス］タブの［合計購入数］に表示され

る使用可能なライセンス数に基づいて、ライセンスを割り当てることができま

す。

重要：使用するライセンスの数が使用可能なライセンス数を超える場合

は、プロファイルの割り当て済みライセンスすべてが自動的に試用期間にな

ります。割り当て済みの余分なライセンスを手動で削除するか、追加のライ

センスについて Super Adminにお問い合わせください。

メールボックスを使用して、正常にライセンスが割り当てられました。

ビデオで手順を確認するには、「Email Archivingのライセンスを管理する方法」を

クリックします。
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Arcserve Email Archiving ライセンスを非アクティブ化する方法

Arcserve Email Archiving ライセンスを非アクティブ化す

る方法

Arcserve製品アクティべーションに使用される方式に基づいて、Arcserve製品ライ

センスをオンラインおよびオフラインで非アクティブ化できます。

注：

サーバから Arcserve Email Archivingをアンインストールすると、すべてのライセン

スが解放され、今後のインストールに使用できるようになります。

Arcserve Email Archivingのアクティブ化と非アクティブ化では、同じモードを使

用する必要があります。たとえば、オフラインの非アクティブ化を実行するには、

オフラインモードを使用してライセンスをアクティブ化している必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Email ArchivingオンラインでのArcserveライセンスの非アクティブ化

オフラインでのArcserve Email Archivingライセンスの非アクティブ化
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Arcserve Email Archiving ライセンスを非アクティブ化する方法

オンラインでのArcserve Email Archiving ライセンスの

非アクティブ化

重要：Arcserve製品のオンラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化を

オンライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示されます。

3. ［非アクティブ化］をクリックします。

［確認］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［はい］をクリックします。

Arcserve製品コンソールサーバからすべてのライセンスが解放され、今後使用で

きるようになります。
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Arcserve Email Archiving ライセンスを非アクティブ化する方法

オフラインでのArcserve Email Archiving ライセンスの非

アクティブ化

重要：Arcserve製品のオフラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化

をオフライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示されます。

3. ［オフラインで非アクティブ化］をクリックします。

［確認］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［はい］をクリックします。

offline.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

/var/fas/www/Offline/

5. オフラインアクティベーションプロセスで使用したものと同じ URLにログイン

し、offline.arcファイルをアップロードします。

次のポップアップメッセージが表示されます。

お使いの製品が正常に非アクティブ化されました。

Arcserve製品コンソールサーバからすべてのライセンスが解放され、今後使用で

きるようになります。
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第4章 : Arcserve UDP のArcserve ライセンスの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法 42

Arcserve UDP ライセンスを管理する方法 65

Arcserve UDP ライセンスを非アクティブ化する方法 71

Arcserve UDP のライセンスをアップグレードする方法 74
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserveでは、さまざまな段階で Arcserve製品ライセンスをアクティブ化できます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

インストール後のArcserve UDPのアクティブ化

インストール中のArcserve UDPのアクティブ化
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

インストール後のArcserve UDP のアクティブ化

Arcserve UDPは、インストール中またはインストール後にアクティブ化することができ

ます。インストール中にアクティベーションをスキップするには、［Arcserve 製品アク

ティベーション］ウィンドウで［スキップ］ボタンをクリックします。インストール後、ログイ

ンした後にアクティブ化するには、コンソールから［ヘルプ］をクリックし、［Arcserve 製

品アクティベーション］オプションにアクセスします。

任意で製品向上プログラムにも参加できます。

重要：Arcserve では、ノード名、IPアドレス、ログイン認証情報、ドメイン名、ネッ

トワーク名など、個人または会社の重要な情報を収集することはありません。

Arcserve 製品のアクティブ化のプロセスは、スタンドアロンエージェントには適用さ

れません。

注：アクティベーション後、ライセンスの割り当てや解放ができます。詳細について

は、「Arcserve UDPライセンスの管理」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインでのArcserve UDPライセンスのアクティブ化

オフラインでのArcserve UDPライセンスのアクティブ化

ライセンスアクティべーションにおけるユーザの詳細の更新
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

オンラインでのArcserve UDP ライセンスのアクティブ化

オンラインで Arcserve UDPをアクティブ化するには、コンソールサーバがインターネッ

トにアクセスできる必要があります。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. コンソールから［ヘルプ］をクリックします。

ドロップダウンリストに複数のオプションが表示されます。

3. ［ヘルプ］ドロップダウンリストのオプションで、［アクティベーションとライセンス］をク

リックします。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスが表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

4. ［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け取りま

す。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment Numberが
送信されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

注：任意で［製品向上プログラム］チェックボックスをオンにして、このプログラムに

参加することもできます。

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを収集す

ることに同意します。］チェックボックスをオンにするまで、製品のライセンスまたはア

クティベーションは行われません。

コンソールに以下のメッセージが表示されます。

Your Arcserve product activation request is submitted waiting for End User
approval. ( このArcserve製品のアクティベーションリクエストは送信されており、エ

ンド ユーザの承認待ちです。)

指定したOrder IDおよび Fulfillment Numberが正しい場合は、確認ダイアログ

ボックスが表示されます。

5. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

登録電子メールが電子メール IDに送信されます。

6. Arcserveから届いた登録電子メールを開きます。

7. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

以前 Arcserve UDPのライセンスアクティベーションを実行している場合 (既存の

ユーザ)、下記の手順 11に移動します。

Arcserve UDP の新規ユーザへの注意 ! 受信した電子メールから［アクティブ化］オ
プションをクリックすると、ライセンスアクティベーションが正常に完了し、アクティベー

ションに使用されるサーバにすべてのライセンス数が割り当てられます。ただし、ア

クティベーション電子メールに記載されている複数のサーバへのライセンスの詳細

な割り当てオプションを選択する場合、下記の手順が適用されます。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入力された状

態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

8. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、Arcserveライセンスポータルのプロファイ

ルを作成するために希望のパスワードを入力し、［保存］をクリックします。

9. Arcserveライセンスポータルのパスワードを作成すると、［ライセンスプールの作

成］ダイアログボックスが表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

10. 次の操作を実行してライセンスプールを作成し、［保存］をクリックします。

重要：ライセンスプールを作成しない場合、マシンにライセンスは表示されませ

ん。

ライセンスプールの名前を入力します。

プールに追加するライセンスの数量を入力します。

注：必要に応じて、後でライセンスプールにさらにライセンスを追加できま

す。

11. ［保存］をクリックして、ライセンスアクティベーションプロセスを完了します。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserveライセンスポータルのログインページが開きます。製品ライセンスを管理

する必要がある場合はログインします。

注：サブスクリプションライセンスの終了日については、［メッセージ］タブに移動し、

Arcserve UDPコンソールの［詳細］をクリックします。有効期限は、有効期限の60
日前から期限後 40日まで利用できます。

Arcserve UDPライセンスがアクティブ化されました。これで、アクティブ化されたライ

センスを確認できます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserve UDP ライセンスの検証

アクティブ化されたライセンスのステータスを確認できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. コンソールから［ヘルプ］をクリックします。

3. 表示される［ヘルプ］オプションで、［アクティベーションとライセンス］をクリックし

ます。

4. ［アクティベーションとライセンス］ウィンドウが開いたら、［ライセンス管理］タブ

をクリックします。

アクティブ化されたライセンスを表示できます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

オフラインでのArcserve UDP ライセンスのアクティブ化

オンラインでない場合でも、Arcserve UDPをアクティブ化することができます。

Arcserve製品がインターネットにアクセスできない場合は、オフラインアクティベー

ション方式に自動的にリダイレクトされます。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスの［製品アクティベーション］タブ

で［アクティブ化］をクリックすると、Arcserve UDPコンソールからオフラインアクティ

ベーションが開始されます。Arcserve UDPは、オフラインアクティベーション方式が

要求されたことを検知し、オフラインアクティベーションの実行を支援します。

重要：1台のマシンでオフラインでのアクティベーションプロセスを完了するには、別

のマシンでインターネットにアクセスする必要があります。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. コンソールから［ヘルプ］をクリックします。

ドロップダウンリストに複数のオプションが表示されます。

3. ［ヘルプ］ドロップダウンリストのオプションで、［アクティベーションとライセンス］をク

リックします。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスが表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

4. ［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け取りま

す。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment Numberが
送信されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

注：任意で［製品向上プログラム］チェックボックスをオンにして、このプログラムに

参加することもできます。

重要：［Arcserve がアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを収集す

ることに同意します。］チェックボックスをオンにするまで、製品のライセンスまたはア

クティベーションは行われません。

5. ［アクティブ化］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ウィンドウが開きます。

6. ［製品アクティベーション］タブの［保存］をクリックします。

重要：オフラインでのアクティベーションプロセスを完了するには、以下に示された

次の手順に従ってください。

offline.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data Protection\Management\Configuration

7. オンラインマシンで次の手順に従います。

a. インターネットにアクセスできるマシンにoffline.arcファイルをコピーし、同じマ

シンで次のURLを開きます。

https://www.arcserve-register.com/AERPEndUserPortal/index.html#/

Arcserveライセンスポータルが表示されます。

b. ログインページで［オフラインモードでのアクティブ化/非アクティブ化］をクリッ

クします。

オフラインアクティベーションのページが開きます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

c. 保存した offline.arcファイルをオフラインアクティベーションのページにドラッグ

アンド ドロップします。

d. ［アップロード］をクリックします。

次のポップアップメッセージが表示されます。

製品のアクティベーションがほぼ完了しました。電子メールアドレスに送信さ

れた電子メールのリンクに従って、製品のアクティベーションを完了してくださ

い。

注：使用するブラウザの種類によって、画面に表示されるポップアップメッ

セージの位置が変わる場合があります。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

e. アクティベーションに指定した電子メールアドレスを開きます。

Arcserveの登録の電子メールを確認できます。

f. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが開きます。ユーザの電子メールがすでに入力され

た状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

注：アクティベーションを完了するには、このリンクで Arcserveライセンスポー

タルのプロファイルを作成する必要があります。プロファイルを作成するには、

パスワードを入力し、ライセンスプールを 1つ作成する必要があります。

g. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、希望のパスワードを入力し、［保
存］をクリックします。

［ライセンスプールの作成］ダイアログボックスが表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

h. 次の操作を実行してライセンスプールを作成し、［保存］をクリックします。

重要：ライセンスプールを作成しない場合、マシンにライセンスは表示され

ません。

ライセンスプールの名前を入力します。

プールに追加するライセンスの数量を入力します。

注：必要に応じて、後でライセンスプールにさらにライセンスを追加で

きます。

Arcserveライセンスポータルのログインページが表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

i. 登録に使用したのと同じ認証情報を使用して Arcserveライセンスポータル

にログインします。

Arcserveライセンスポータルのホームページが表示されます。

j. ホームページの［オフラインアクティブ化］をクリックします。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

k. 製品一覧から製品名を選択し、［ダウンロード］をクリックします。

ativation.arcファイルがマシンにダウンロードされます。

l. activation.arcファイルに移動し、現在のマシンからオフラインマシンの次のパ

スにファイルをコピーします。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Management\Configuration

8. オフラインマシンのArcserve UDPコンソールで［アクティベーションとライセンス］ウィン

ドウを開き、［ライセンス管理］をクリックします。

オフラインマシンのアクティブ化されたライセンスを確認できます。

注：サブスクリプションライセンスの終了日については、［メッセージ］タブに移動し、

Arcserve UDPコンソールの［詳細］をクリックします。有効期限は、有効期限の60
日前から期限後 40日まで利用できます。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

オフライン方式を使用したArcserve UDPライセンスのアクティブ化が完了しました。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

ライセンスアクティべーションにおけるユーザの詳細の

更新

アクティべーション中に入力した電子メール IDを更新することができます。

以下の手順に従います。

1. コンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスが開き、現在の電子メールアド

レスが表示されます。

3. 電子メールアドレスを変更し、［更新］をクリックします。

ポップアップメッセージに、更新した情報の確認が表示されます。

4. ［OK］をクリックします。

［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスで更新情報を確認できま

す。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

インストール中のArcserve UDP のアクティブ化

製品のアクティブ化に選択したインストーラに基づいて、Arcserve UDPをアクティブ

化できます。このセクションには、以下のトピックが含まれます。

単一インストーラを使用したArcserve UDPのアクティブ化

セットアップインストーラを使用したArcserve UDPのアクティブ化
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

単一インストーラを使用した Arcserve UDP のアクティ

ブ化

Arcserve製品のインストール時に、以下に示すように、単一インストーラの［製品

アクティベーション］画面で詳細を入力して、アクティベーションプロセスを開始する

必要があります。

以下の情報を入力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

Order ID

Order IDを指定します。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け取りま

す。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment Numberが
送信されます。

アクティブ化をスキップ

コンソールからライセンスをアクティブ化する場合は、［アクティブ化をスキップ］を
クリックします。

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを収集す

ることに同意します。］オプションをオンにするまで、製品のライセンスまたはアクティ

ベーションは行われません。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

セットアップインストーラを使用して Arcserve UDP をア

クティブ化する方法

Arcserve製品のインストール時に、以下に示すように、セットアップインストーラの

［製品アクティベーション］画面で詳細を入力して、アクティベーションプロセスを開

始する必要があります。

注：電子メールアドレス、Order ID、および Fulfillment Numberは必須フィールド

です。その他のフィールドはすべてオプションです。

以下の情報を入力します。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

Order ID

Order IDを指定します。
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Arcserve UDP ライセンスをアクティブ化する方法

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け取りま

す。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment Numberが
送信されます。

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを収集す

ることに同意します。］オプションをオンにするまで、製品のライセンスまたはアクティ

ベーションは行われません。
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

Arcserveを使用して、Arcserve UDPコンソールに追加されるすべての種類のバック

アップソースノードのライセンスを一元管理できます。このライセンスモデルでは、1
つの包括的なライセンスが付与され、ライセンスプール内でアクティブなライセンス

権限の数が事前に定義されます。

Arcserve製品では、すべてのリリースで SDKライセンスがインストールされます。手

動で再インストール、アップグレード、またはアンインストールできます。詳細につい

ては、「ライセンス SDKをインストールおよびアンインストールする方法」を参照して

ください。

ライセンスを管理することで、ライセンスの割り当て、解放、および確認を行うこと

ができます。

利用可能なライセンスの合計数がなくなるまで、ライセンスプールからアクティブな

ライセンスが新しいユーザごとに先着順で付与されます。アクティブなライセンスが

すでにすべて使用中で、新しいサーバ用にライセンスをアクティブ化する場合、ライ

センスされたサーバの1つから手動でライセンスを解放し、その解放されたライセン

スを、新しく追加されたサーバに割り当てる必要があります。

注：利用できるライセンスがない場合は、アクティビティログにエラーメッセージが

表示されます。

ライセンス権限は簡単に削除して、他のサーバがライセンス権を適用できるように

することが可能です。コンソールから、［ライセンス管理］ダイアログボックスにアクセ

スし、各コンポーネントのアクティブなライセンス数を表示できます。Arcserve UDPコ
ンソールを使用して、適用されたライセンスを管理することもできます。

この後の手順

前提条件の確認

ライセンスの割り当て

ノードからのライセンスの解放

ライセンスの確認
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

前提条件の確認

ライセンスを管理する前に以下の前提条件を確認します。

Arcserve UDPがインストールされていること。

有効なオーダー IDおよびフルフィルメント番号があること。

サポートされているオペレーティングシステム、データベース、およびブラウザが

含まれている「動作要件」を確認します。
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

ライセンスの割り当て

Arcserve UDPはライセンスされたノードのみを保護します。十分なライセンスがある

場合、ライセンスはノードに自動的に適用されます。ノードを保護しない場合は、

その特定のノードからライセンスを解放し、解放されたライセンスを使用して他の

ノードを保護できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］メニューをクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティブ化とライセンス］ダイアログボックスが表示されます。

3. このダイアログボックスで、［ライセンス管理］タブをクリックします。

コンソールサーバの左側のペインに、利用可能なライセンスが表示されま

す。

注：

エージェントレス(またはホスト ベース)のバックアップの場合、［ライセン

ス管理］ウィンドウの下のノード タイプは、使用タイプに基づいてハイ

パーバイザまたは仮想マシンとして表示されます。

エージェント ベースのバックアップの場合、［ライセンス管理］ウィンドウ

の下のノード タイプは、仮想マシンがエージェント ベースの Linuxまた

はWindows ノードとして追加されていても、Windowsまたは Linux とし
て表示されます。
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

重要：エージェント ベースのバックアップについての上記の動作は、エージェン

ト ベースのノードで仮想マシンのライセンスが使用されている場合も同じで

す。

4. 右側のペインで、ドロップダウンリストから［ライセンスなしのノード］を選択

し、［割り当て］をクリックします。

ライセンスはノードに割り当てられます。
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

ノードからのライセンスの解放

ノードを保護しない場合は、そのノードのライセンスを解放します。必要に応じて、

解放されたライセンスを使用してその他のノードを保護できます。

以下の手順に従います。

1. コンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティブ化とライセンス］ダイアログボックスが表示されます。

3. 右ペインで、ドロップダウンリストから［ライセンスされたノード］を選択します。

ライセンスされたノードのリストが表示されます。

4. 表示されたリストからノードを選択し、［解放］をクリックします。

5. ［アクティブ化とライセンス］ダイアログボックスを閉じて、再度開きます。

ライセンスはノードから削除されます。
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Arcserve UDP ライセンスを管理する方法

ライセンスの確認

ノードに適切なライセンスが適用されるかどうかを確認するには、ライセンスされた

ノードに対してバックアップジョブを実行します。バックアップジョブが成功すると、ラ

イセンスがノードに適用されます。
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Arcserve UDP ライセンスを非アクティブ化する方法

Arcserve UDP ライセンスを非アクティブ化する方法

Arcserve製品アクティべーションに使用される方式に基づいて、Arcserve製品ライ

センスをオンラインおよびオフラインで非アクティブ化できます。

注：

サーバから Arcserve UDPをアンインストールする場合、すべてのライセンスは自

動的には解放されません。別のサーバ上での今後のインストールでライセンス

を使用できるようにするには、Arcserve UDPをアンインストールする前に製品を

非アクティブ化してください。

同じサーバ上に再インストールする場合、再インストール後に製品のライセン

スが更新されます。再アクティブ化する必要はありません。非アクティブ化を実

行せずにArcserve UDPをアンインストール済みで、別のサーバに再インストー

ルする計画がある場合は、サポートに問い合わせてライセンスを非アクティブ

化し、今後のインストールで使用できるようにしてください。

Arcserve UDPのアクティブ化と非アクティブ化では、同じモードを使用する必要

があります。たとえば、オフラインの非アクティブ化を実行するには、オフライン

モードを使用してライセンスをアクティブ化している必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインでのArcserve UDPライセンスの非アクティブ化

オフラインでのArcserve UDPライセンスの非アクティブ化
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Arcserve UDP ライセンスを非アクティブ化する方法

オンラインでのArcserve UDP ライセンスの非アクティブ

化

重要：Arcserve製品のオンラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化を

オンライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティブ化とライセンス］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［非アクティブ化］をクリックします。

［Arcserve UDP の非アクティブ化］確認ダイアログボックスが表示されます。

4. ［はい］をクリックします。

Arcserve製品コンソールサーバからすべてのライセンスが解放され、今後使用で

きるようになります。
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Arcserve UDP ライセンスを非アクティブ化する方法

オフラインでのArcserve UDP ライセンスの非アクティブ

化

重要：Arcserve製品のオフラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化を

オフライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［オフラインで非アクティブ化］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

注：オンライン方式を使用して製品がアクティブ化された場合は、確認のダイアロ

グボックスの代わりに、以下のメッセージを受け取ります。

4. 確認のダイアログボックスで［はい］をクリックして、オフラインで非アクティブ化しま

す。

offline.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data Protection\Management\Configuration
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Arcserve UDPのライセンスをアップグレードする方法

5. オフラインアクティベーションプロセスで使用したものと同じ URLにログインし、

offline.arcファイルをアップロードします。

次のポップアップメッセージが表示されます。

お使いの製品が正常に非アクティブ化されました。

注：使用するブラウザの種類によって、画面に表示されるポップアップメッセージの

位置が変わる場合があります。

Arcserve UDPコンソールで非アクティブ化されたライセンスを確認するには、［アク

ティベーションとライセンス］ウィンドウに移動し、［製品アクティベーション］タブを表

示します。

Arcserve UDP のライセンスをアップグレードする方法

Arcserveでは、新しいバージョンが利用可能な場合にArcserve製品のライセンス

をアップグレードできます。
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Arcserve UDPのライセンスをアップグレードする方法

すでにアクティブ化されている Arcserve UDP 8.xまたは 9.xから Arcserve UDP 10.0
にアップグレードできます。

以下の手順に従います。

1. 新しいライセンス証明書をリクエストするには、「Arcserve UDPの無償 ( FOC)
アップグレード」を参照してください

注：

アクティブなメンテナンス期間内にのみリクエストが可能です。

FOC (無償 ) ライセンス証明書を受け取った後は、製品の新規ライセ

ンスアクティベーションは必要ありません。

2. アップグレードされた製品バージョンに対応する新しいライセンス証明書を追

加します。追加する方法の詳細については、「オーダーの追加」を参照して

ください。

アップグレードされたサーバに関連付けられている既存のライセンスプールに

コンテンツを割り当てることができます。

1つ以上のサーバにライセンスを割り当てることができます。

1 つのサーバへのライセンスの割り当て：「オーダーの追加」の手順 3
を実行して、アップグレードしたサーバに関連付けられたライセンス

プール名を選択します。

下記の図で、ライセンスプール「test」はサーバ「WIN」に関連付けられ

ており、このサーバは最新バージョンにアップグレードされています。

複数のサーバ上でのライセンスの割り当て：「オーダーの追加」の手順

3で、最初にライセンスをデフォルト プールに割り当てます。次に、それ

ぞれのライセンスプールを変更して、必要な数の新しいライセンスを

追加します。

注：サーバは、異なるライセンスプールまたは異なるユーザのいずれか

に属することができます。

3. 以下のいずれかの手順を実行して、サーバ用に追加されたライセンスを確

認します。
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Arcserve UDPのライセンスをアップグレードする方法

オンラインモード -アップグレードされたコンソールの［ライセンス管理］
タブで［更新］をクリックします。

オフラインモード - 「オーダーの追加」の手順 3の注に記載されている

手順に従います。
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第5章 : Arcserve Backup に対する Arcserve ライセンス

の使用

関連する Arcserveライセンスを使用するには、Arcserve Backupをアクティブ化する

必要があります。Arcserve Backupをアクティブ化した後、適格なライセンスがダウン

ロードされ、Arcserve Backupサーバで使用可能になります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法 78

Arcserve Backup ライセンスを管理する方法 94

Arcserve Backup ライセンスを非アクティブ化する方法 100

Arcserve Backup のライセンスをアップグレードする方法 105
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Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法

Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法

重要：このプロセスは、Arcserve Backup r17.5 以降でのみ使用できます。

Arcserve Backupの古いバージョンのエージェントをアクティブ化するには、「以前の

バージョンのエージェントにArcserve Backupライセンスを適用する方法」を参照し

てください。

Arcserveでは、インストール後にArcserve Backupをアクティブ化できます。インス

トール後、Backupコンソールから［ArcserveArcserve 製品アクティベーション］オプ

ションに直接アクセスできます。

注 :

Arcserveでは、ノード名、IPアドレス、ログイン認証情報、ドメイン名、ネット

ワーク名など、個人または会社の重要な情報を収集することはありません。

Arcserve製品のアクティブ化のプロセスは、スタンドアロンエージェントには適

用されません。

アクティベーション後、ライセンスの割り当てや解放を行うことができます。

詳細については、「Arcserveライセンスの管理」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインでのArcserve Backupライセンスのアクティブ化

オフラインでのArcserve Backupライセンスのアクティブ化

ライセンスアクティべーションにおけるユーザの詳細の更新

以前のバージョンのエージェントにArcserve Backupライセンスを適用する方

法
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Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法

オンラインでのArcserve Backup ライセンスのアクティブ

化

重要：このプロセスは、Arcserve Backup r17.5 以降でのみ使用できます。

Arcserve Backupの古いバージョンのエージェントをアクティブ化するには、「以前の

バージョンのエージェントにArcserve Backupライセンスを適用する方法」を参照し

てください。

Arcserve Backupを Arcserve Backupマネージャからオンラインでアクティブ化すること

ができます。

注：Arcserve Backupがアクティブでない場合は、右上隅にメッセージが表示され

ます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックします。

ドロップダウンリストに複数のオプションが表示されます。

3. ［ヘルプ］ドロップダウンリストのオプションで、［Arcserve 製品アクティベーショ

ン］をクリックします。
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Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法

4. ［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスで、以下の詳細を入

力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード -電話番号。例：000-1122334455

オーダー ID

Order IDを指定します。

注：Order IDは、Arcserve Backupのダウンロードまたは購入後に受信し

た電子メールに記載されています。

フルフィルメント番号

Fulfillment Numberを指定します。

注：Fulfillment Numberは、Arcserve Backupのダウンロードまたは購入

後に受信した電子メールに記載されています。
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重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを

収集することに同意します。］オプションをオンにするまで、製品のライセンス

またはアクティベーションは行われません。

5. ［アクティブ化］をクリックします。

6. 確認メッセージで［OK］をクリックします。

アクティベーションリンクが電子メールで送信されます。

7. Arcserveからの登録メールを参照できる電子メールを確認します。

8. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

以前 Arcserve Backupのライセンスアクティベーションを実行している場合

(既存のユーザ)、下記の手順 11に移動します。

Arcserve Backup の新規ユーザへの注意：受信した電子メールから［アク

ティブ化］オプションをクリックすると、ライセンスアクティベーションが正常に完

了し、アクティベーションに使用されるサーバにすべてのライセンス数が割り

当てられます。ただし、アクティベーション用の電子メールに記載されている

複数のサーバへのライセンスの詳細な割り当てオプションを選択する場合、

下記の手順が適用されます。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入力され

た状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

注：アクティベーションを完了するには、このリンクで Arcserveライセンスポー

タルのプロファイルを作成する必要があります。プロファイルを作成するには、

パスワードを入力し、ライセンスプールを 1つ作成する必要があります。

9. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、Arcserveライセンスポータルのプ

ロファイルを作成するために希望のパスワードを入力します。

10. ［保存］をクリックします。

［ライセンスプール］ダイアログボックスが表示されます。

11. ライセンスプールの名前を指定し、プールに含めるライセンスの数を指定し

ます。

注：必要に応じて、後でライセンスプールにさらにライセンスを追加できま

す。

12. ［保存］をクリックして、ライセンスアクティベーションプロセスを完了します。

Arcserveライセンスポータルのログインページが開きます。ポータルにログイン

して、必要に応じて Arcserve製品のライセンスを管理できます。

Arcserve Backupライセンスがアクティブ化されました。これで、アクティブ化さ

れたライセンスを確認できます。
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Arcserve Backup ライセンスの確認

アクティブ化されたライセンスのステータスを確認できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. コンソールから［ヘルプ］をクリックします。

3. 表示される［ヘルプ］オプションで、［バージョン情報］をクリックします。

4. ［バージョン情報］で、［ライセンスの管理］をクリックします。

アクティブ化されたライセンスを表示できます。

たとえば、少なくとも 1つのバックアップを実行した後に、ベースライセンス数が［ライ

センスの管理］の下に表示されます。同様に、テープライブラリへのバックアップで

は、Tape Library Optionのライセンス数のみが［ライセンスの管理］の下に表示され

ます。
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オフラインでのArcserve Backup ライセンスのアクティブ

化

重要：このプロセスは、Arcserve Backup r17.5 以降でのみ使用できます。

オンラインでない場合でも、Arcserve Backupをアクティブ化することができます。オ

フラインの場所から Arcserve製品を使用する場合は、オフラインアクティベーション

方式に自動的にリダイレクトされます。

オフラインアクティベーションは、［Arcserve 製品アクティベーション］ウィンドウで［ア
クティブ化］をクリックすると開始されます。Arcserve Backupは、オフラインアクティ

ベーション方式が要求されたことを検知し、オフラインアクティベーションの実行を

支援します。

注：1つのマシンでオフラインアクティベーションプロセスを完了するには、別のマシ

ンでインターネットにアクセスする必要があります。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. Arcserve Backupマネージャの［ヘルプ］をクリックします。

ドロップダウンリストに複数のオプションが表示されます。

3. ［ヘルプ］ドロップダウンリストのオプションで、［Arcserve 製品アクティベーション］をク

リックします。

［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスが開きます。

第5章 : Arcserve Backupに対する Arcserve ライセンスの使用 83



Arcserve Backup ライセンスをアクティブ化する方法

4. ［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスで、以下の詳細を入力しま

す。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve Backupをダウンロードまたは購入すると、電子メールで Order ID
を受け取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

Arcserve Backupをダウンロードまたは購入すると、電子メールで Fulfillment
Numberが送信されます。
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5. ［アクティブ化］をクリックします。

Arcserveオフラインアクティベーションのウィンドウが開きます。

6. ［保存］をクリックします。

offline.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup\

重要：［Arcserveがアクティベーションプロセスの中でマシン固有のデータを収集す

ることに同意します。］オプションをオンにするまで、製品のライセンスまたはアクティ

ベーションは行われません。

7. オンラインマシンで次の手順に従います。

a. インターネットにアクセスできるマシンにoffline.arcファイルをコピーし、同じマ

シンで次のURLを開きます。

https://www.arcserve-register.com/AERPEndUserPortal/index.html#/

Arcserveライセンスポータルが開きます。

b. ログインページで［オフラインモードでのアクティブ化/非アクティブ化］をクリッ

クします。

オフラインアクティベーションのページが開きます。
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c. 保存した offline.arcファイルをオフラインアクティベーションのページにドラッグ

アンド ドロップします。

正常にアップロードされると、［アップロード］ボタンが表示されます。

d. ［アップロード］をクリックします。

次のポップアップメッセージが表示されます。

注：使用するブラウザの種類によって、画面に表示されるポップアップメッ

セージの位置が変わる場合があります。
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e. アクティベーションに指定した電子メールアドレスを開きます。

Arcserve登録の電子メールを確認できます。

f. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが開きます。ユーザの電子メールがすでに入力され

た状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

注：アクティベーションを完了するには、このリンクで Arcserveライセンスポー

タルのプロファイルを作成する必要があります。プロファイルを作成するには、

パスワードを入力し、ライセンスプールを 1つ作成する必要があります。

g. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、希望のパスワードを入力し、［保
存］をクリックします。
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［ライセンスプール］ダイアログボックスが表示されます。

h. 次の操作を実行してライセンスプールを作成し、［保存］をクリックします。

重要：ライセンスプールを作成しない場合、マシンにライセンスは表示され

ません。

ライセンスプールの名前を入力します。

プールに追加するライセンスの数量を入力します。

注：必要に応じて、後でライセンスプールにさらにライセンスを追加で

きます。

Arcserveライセンスポータルのログインページが開きます。
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i. 登録に使用したものと同じ資格情報を使用して Arcserveライセンスポータ

ルにログインします。

Arcserveライセンスポータルのホームページが表示されます。

j. ホームページの［オフラインアクティブ化］をクリックします。

正常にアクティブ化されると、［オフラインアクティブ化］ボタンが表示されま

す。

k. 製品一覧から製品名を選択し、［ダウンロード］をクリックします。

ativation.arcファイルがマシンにダウンロードされます。

l. activation.arcファイルに移動し、現在のマシンからオフラインマシンの次のパ

スにファイルをコピーします。

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup\

8. オフラインマシンのArcserveバックアップマネージャで［ヘルプ］ドロップダウンリスト

の［Arcserve Backup のバージョン情報］をクリックします。

［Arcserve Backupのバージョン情報］ウィンドウが開きます。

9. ［ライセンスの管理］をクリックします。

［ライセンス管理］ウィンドウが開きます。
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注：アクティブ化されたライセンスを表示するには、少なくとも 1つのバックアップ

ジョブを送信する必要があります。

10. ［更新］をクリックして、アクティブ化されたライセンスを表示します。

オフライン方式を使用したArcserve Backupライセンスのアクティブ化が完了しまし

た。
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ライセンスアクティべーションのユーザの詳細を更新す

る方法

アクティべーション中に入力した電子メール IDを更新することができます。

注：オンラインアクティブ化についてのみ電子メール IDを更新することができます。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［Arcserve 製品アクティベーション］を選択します。

3. ［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスが開き、現在の電子メール

アドレスが表示されます。

4. 電子メールアドレスを置き換えて、［更新］をクリックします。

ポップアップメッセージに、更新した情報の確認が表示されます。

5. ［OK］をクリックします。

注：入力した電子メールアドレスは、Arcserveからのすべての情報のやり取りに使

用されます。
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以前のバージョンのエージェントへのArcserve Backup
ライセンスの適用

Arcserve Backupマネージャは、以前のバージョンのエージェントに対するライセンス

の適用をサポートしていません。

以下の手順で 25桁のライセンスキーを指定することで、以前のバージョンのエー

ジェントのライセンスを取得できます。

例 :

r17.0クライアント エージェントまたは r16.5 UNIXエージェントに対して r17.5バー

ジョンからライセンスを適用するには、次の場所にある CALicnse.exeを実行する必

要があります。

C:\Program Files (x86)\Arcserve \SharedComponents \CA_LIC\CALicnse.exe

以下の手順に従います。

1. 次のパスに移動して CALicnse.exeを開きます。

C:\Program Files (x86)\Arcserve\SharedComponents\CA_LIC

［License Verification Entry( ライセンス確認入力 ) ］ダイアログボックスが表示

されます。

2. 25桁のライセンスキーを入力し、［OK］をクリックします。
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注：ライセンスキーを取得するには、サポートにお問い合わせください。

以前のバージョンのArcserve Backupエージェントに対して正常にライセンス

が適用されました。
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Arcserve Backup ライセンスを管理する方法

Arcserveを使用して、Arcserve Backupマネージャに追加されるすべての種類の

バックアップソースノードのライセンスを一元管理できます。このライセンスモデルで

は、ライセンスプール全体に含まれる事前に定義されたアクティブなライセンス権

限の数に基づいて、1つのライセンスがすべてのアプリケーションに提供されます。

Arcserve製品では、すべてのリリースで SDKライセンスがインストールされます。手

動で再インストール、アップグレード、またはアンインストールできます。詳細につい

ては、「ライセンス SDKをインストールおよびアンインストールする方法」を参照して

ください。

Arcserve Backupライセンスを管理することで、ライセンスの割り当て、解放、および

確認を行うことができます。

利用可能なライセンスの合計数がなくなるまで、ライセンスプールからアクティブな

ライセンスが新しいユーザごとに先着順で付与されます。アクティブなライセンスが

すでにすべて使用中で、新しく追加されたサーバ用にライセンスをアクティブ化する

場合、ライセンスされたサーバの1つから手動でライセンスを解放し、その解放さ

れたライセンスを、新しく追加されたサーバに割り当てる必要があります。

注：利用できるライセンスがない場合は、アクティビティログにエラーメッセージが

表示されます。

ライセンス権限は簡単に削除して他のサーバがライセンス権を適用できるようにす

ることが可能です。Backupマネージャから、［ライセンスの管理］ダイアログボックス

にアクセスし、各コンポーネントのアクティブなライセンス数を表示できます。

Arcserve Backupマネージャを使用して、適用されたライセンスを管理することもで

きます。

この後の手順

前提条件の確認

ライセンスの割り当て

ノードからのライセンスの解放

ライセンスの確認
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前提条件の確認

ライセンスを管理するために以下の前提条件を満たしているかどうかを確認しま

す。

Arcserve Backupマネージャがインストールされていること。

ライセンスをすでにアクティブ化していること。
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ライセンスの割り当て

ライセンスは、製品のアクティベーション後に自動的に割り当てられます。ただし、

25桁のライセンスキーを使用して、Arcserve Backupマネージャから Arcserve
Backupライセンスを割り当てることができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］メニューに移動し、［バージョン情報］を選択します。

3. ［バージョン情報］ダイアログボックスで、［Add/View Licenses ( ライセンスの

追加/表示 ) ］をクリックします。

4. コンポーネント名を選択し、［ライセンスキーを使用する］チェックボックスをオ

ンにします。

5. ライセンスキーを入力し、［続行］をクリックします。

Arcserve Backupマネージャから Arcserve Backupライセンスが正常に割り当てられ

ました。
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ノードからのライセンスの解放

重要：このプロセスはコンポーネント ベースのライセンスに対してのみ適用されま

す。

ノード(マシン)を保護しない場合は、そのノードからライセンスを解放し、解放され

たライセンスを使用して他のノードを保護します。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［バージョン情報］を選択します。

［バージョン情報］ダイアログボックスが開きます。

3. このダイアログボックスで、［ライセンスの管理］をクリックします。

［ライセンス管理］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［ライセンス管理］で、必要な［License Component Name ( ライセンスコン

ポーネント名 ) ］を選択します。

5. ［ライセンスされたマシン］ペインで、マシンのチェックボックスをオフにします。

第5章 : Arcserve Backupに対する Arcserve ライセンスの使用 97



Arcserve Backup ライセンスを管理する方法

ライセンスがそのノードから解放され、ライセンスプール内で使用可能になり

ます。

(オプション)解放されたライセンスを割り当てる場合は、別のノードでバック

アップを実行すると自動的にライセンスが割り当てられます。

注：十分なライセンスがない場合、［ライセンスされたマシン］ウィンドウに、ラ

イセンスのないマシンが赤色のアイコンで表示されます。
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ライセンスの確認

ノードに適切なライセンスが適用されるかどうかを確認するには、ライセンスされた

ノードに対してバックアップジョブを実行します。バックアップジョブが成功すると、ラ

イセンスがノードに適用されます。
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Arcserve Backup ライセンスを非アクティブ化する方法

Arcserve Backupアクティべーションに使用される方式に基づいて、Arcserve Backup
ライセンスをオンラインおよびオフラインで非アクティブ化できます。

注：

Arcserve Backupサーバをアンインストールする場合、すべてのライセンスは解

放されません。今後のインストールでライセンスを使用できるようにするには、

Arcserve Backupサーバをアンインストールする前に製品を非アクティブ化してく

ださい。非アクティブ化せずにArcserve Backupサーバをアンインストール済みの

場合は、サポートに問い合わせて今後のインストールでライセンスを使用でき

るようにしてください。

Arcserve Backupのアクティブ化と非アクティブ化では、同じモードを使用する

必要があります。たとえば、オフラインの非アクティブ化を実行するには、オフラ

インモードを使用してライセンスをアクティブ化している必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインでのArcserve Backupライセンスの非アクティブ化

オフラインでのArcserve Backupライセンスの非アクティブ化
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オンラインでのArcserve Backup ライセンスの非アクティ

ブ化

重要：Arcserve製品のオンラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化を

オンライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. コンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［Arcserve 製品アクティベーション］を選択します。

［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスが開きます。

3. ［非アクティブ化］をクリックします。

［Arcserve Backupの非アクティブ化］確認ダイアログボックスが表示されます。

4. ［はい］をクリックします。
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Arcserve Backup ライセンスを非アクティブ化する方法

Arcserve Backupサーバからすべてのライセンスが解放され、今後使用できるように

なります。
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Arcserve Backup ライセンスを非アクティブ化する方法

オフラインでのArcserve Backup ライセンスの非アクティ

ブ化

重要：Arcserve製品のオフラインでのライセンスの非アクティブ化は、アクティブ化を

オフライン方式を使用して行った場合にのみ実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［Arcserve 製品アクティベーション］を選択します。

［Arcserve 製品アクティベーション］ダイアログボックスが開きます。

3. ［非アクティブ化］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
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Arcserve Backup ライセンスを非アクティブ化する方法

4. ［はい］をクリックします。

offline.arcファイルは、以下の場所に保存されています。

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup

5. オフラインアクティベーションプロセスで使用したものと同じ URLにログイン

し、offline.arcファイルをアップロードします。

注：使用するブラウザの種類によって、画面に表示されるポップアップメッ

セージの位置が変わる場合があります。
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Arcserve Backupのライセンスをアップグレードする方法

注：オンライン方式を使用して製品がアクティブ化された場合は、確認のダ

イアログボックスの代わりに、以下のメッセージが表示されます。

Arcserve Backupマネージャで非アクティブ化されたライセンスを確認するには、

［Arcserve製品アクティベーション］ウィンドウに移動します。

Arcserve Backup のライセンスをアップグレードする方法

Arcserveでは、新しいバージョンが利用可能な場合にArcserve製品のライセンス

をアップグレードできます。

すでにアクティブ化されているインストール済みのArcserve Backup r17.5から

Arcserve Backup 18.0にアップグレードできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサポート ポータルにログインします。

2. 新しいライセンス証明書をリクエストします。

Arcserveでは、製品のアップグレード用に無償のライセンス証明書が提供さ

れています。詳細については、「Arcserve Backupの無償 ( FOC)アップグレー

ド」を参照してください。
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Arcserve Backupのライセンスをアップグレードする方法

注：

アクティブなメンテナンス期間内にのみリクエストが可能です。

FOC (無償 ) ライセンス証明書を受け取った後は、製品の新規ライセ

ンスアクティベーションは必要ありません。

3. アップグレードされた製品バージョンに対応する新しいライセンス証明書を追

加します。追加する方法の詳細については、「オーダーの追加」を参照して

ください。

アップグレードされたサーバに関連付けられている既存のライセンスプールに

コンテンツを割り当てることができます。

1つ以上のサーバにライセンスを割り当てることができます。

1 つのサーバへのライセンスの割り当て：「オーダーの追加」の手順 3
を実行して、アップグレードしたサーバに関連付けられたライセンス

プール名を選択します。

下記の図で、ライセンスプール「test」はサーバ「WIN」に関連付けられ

ており、このサーバは最新バージョンにアップグレードされています。

複数のサーバ上でのライセンスの割り当て：「オーダーの追加」の手順

3で、最初にライセンスをデフォルト プールに割り当てます。次に、それ

ぞれのライセンスプールを変更して、必要な数の新しいライセンスを

追加します。

注：サーバは、異なるライセンスプールまたは異なるユーザのいずれか

に属することができます。

4. 以下のいずれかの手順を実行して、サーバ用に追加されたライセンスを確

認します。

オンラインモード -アップグレードされたコンソールの［ライセンス管理］
タブで［更新］をクリックします。

オフラインモード - 「オーダーの追加」の手順 3の注に記載されている

手順に従います。
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スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

第6章 : スタンドアロンエージェントに対する Arcserve ラ

イセンスの使用

このセクションには、スタンドアロンエージェントのライセンスに関するプロセスの概

要を示す以下のトピックが含まれます。

スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンスキーを生成する方法 107

製品向上プログラムの登録中にArcserve のライセンスをスタンドアロンエージェン
トに適用する方法 111

スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンス

キーを生成する方法

Arcserve UDPでは、Arcserve UDP コンソールを使用せずにスタンドアロンエージェン

ト ( Arcserve UDP v6.5 Windows/Linuxエージェント )のライセンスキーを生成できま

す。

注：Arcserveライセンスポータルへの登録がすでに済んでいる場合は、手順 9に
直接進んでください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveライセンスポータルを開きます。

2. ［新しい登録?］をクリックします。

［Register For Stand-alone Agents and RHA(スタンドアロンエージェントとRHA
用の登録 ) ］ページが表示されます。
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スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

3. ［Register For Stand-alone Windows/Linux Agents of UDP v6.5 and Arcserve
RHA( UDP v6.5のスタンドアロンWindows/LinuxエージェントとArcserve RHA
用の登録 ) ］オプションを選択します。

登録ウィンドウが開きます。

4. 必要な詳細を入力します。

名前

名前を指定します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスにアクティベーション電子メールが送信され

ます。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-11XXXX4455

会社名

会社名を指定します。

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け

取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment
Numberを受け取ります。
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スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

5. ［登録］をクリックします。

登録が正常に終了した後、ポップアップメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、登録した電子メール ID に送信されたアクティベーション電

子メールを確認します。

7. 受信した電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックし、パスワー

ドを変更します。

8. パスワードを入力して［保存］をクリックします。

9. 登録されている資格情報で Arcserveライセンスポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルが開きます。

10. ［キーの生成］をクリックします。
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スタンドアロンエージェント用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

11. ［製品名］から製品を 1つ( UDP Agent for WindowsまたはUDP Agent for
Linux)選択し、以下のいずれかの手順を実行します。

1. ［製品バージョン］から、選択した製品用に生成する必要があるライ

センスキーのバージョンを選択します。

2. ［数］から、選択した製品用に生成する必要があるライセンスキーの

数を選択します。

3. ［Generate Key( キーの生成 ) ］をクリックします。

指定された詳細でライセンスキーが正常に生成されました。

［製品名］で選択した製品に基づいて、生成されたライセンスキーを使用し

てスタンドアロンエージェント ( Arcserve UDP Windows/Linuxエージェント )に
ライセンスを適用できます。
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製品向上プログラムの登録中にArcserveのライセンスをスタンドアロンエージェントに適用する方法

製品向上プログラムの登録中にArcserve のライセン

スをスタンドアロンエージェントに適用する方法

Arcserve UDP Agent v6.5のインストール後に、コンソールからプログラム向上プログ

ラムに登録することができます。登録することで、コンソールの使用状況の詳細や

統計情報を共有したり、Arcserveによる自動収集を許可したりすることができる

ようになり、製品のユーザビリティと機能を向上させることができます。

重要：Arcserveでは、ノード名、IPアドレス、ログイン認証情報、ドメイン名、ネット

ワーク名など、個人または会社の重要な情報を収集することはありません。

コンソールを登録していない場合は、以下の通知がコンソールの［メッセージ］タブ

に表示されます。

お使いのArcserve Unified Data ProtectionがArcserve製品向上プログラムに登録

されていません。Register. (登録してください。)

以下の手順に従います。

1. コンソールから［ヘルプ］-［製品向上プログラム］をクリックします。

［Arcserve 製品向上プログラム］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［Arcserve 製品向上プログラムに参加する］チェックボックスを選択します。

3. 以下の詳細を指定し、［確認用電子メールの送信］をクリックします。

名前

名前を指定します。

会社名

会社名を指定します。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード -電話番号。例：000-1122334455

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。これは必須フィールドです。この電子メール

アドレスに確認用電子メールが送信されます。

フルフィルメント番号

Fulfillment Numberを指定します。Arcserve UDPをダウンロードする場合、電

子メールでこの番号を受け取ります。

確認用電子メールが、［Arcserve 製品向上プログラム］ダイアログボックスに入力

した電子メールアドレスに送信されます。
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製品向上プログラムの登録中にArcserveのライセンスをスタンドアロンエージェントに適用する方法

4. 電子メールのアカウントにログインし、受信した電子メールを開きます。

5. 電子メールに表示されている確認用リンクをクリックします。

6. その電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入力された状

態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

注：アクティベーションを完了するには、このリンクで Arcserveライセンスポータルの

プロファイルを作成する必要があります。プロファイルを作成するには、パスワードを

入力し、ライセンスプールを 1つ作成する必要があります。

7. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、Arcserveライセンスポータルのプロファイ

ルを作成するために希望のパスワードを入力します。

8. ［保存］をクリックします。

Arcserveライセンスポータルのログインページが開きます。［オーダーの追加］およ

び［キーのダウンロード］オプションを使用してスタンドアロンエージェントのライセンス

を取得できます。

Arcserve UDPが正常に登録されました。

登録した後、［参加のキャンセル］ボタンが有効化されます。

登録をキャンセルするには、［参加のキャンセル］をクリックします。

電子メールアドレスを更新するには、このトピックの上記の手順に従って、再度登

録してください。
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Arcserve Continuous Availability用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

第6章 : Arcserve - Continuous Availability、Live
Migration、RHA 用のArcserve ライセンスの生成

このセクションには、Arcserve - Continuous Availability、Live Migration、RHA用のラ

イセンスの生成に含まれるプロセスの概要を示す以下のトピックが含まれます。

Arcserve Continuous Availability 用のArcserve ライセンスキーを生成する方法 113

Arcserve Live Migration 用のArcserve ライセンスキーを生成する方法 117

Arcserve RHA 18.0 SP1 用のArcserve ライセンスキーを生成する方法 122

Arcserve RHA 16.5 用のArcserve ライセンスキーを生成する方法 127

Arcserve Continuous Availability 用のArcserve ライセ

ンスキーを生成する方法

Arcserveライセンスポータルでは、Arcserve - Continuous Availability、Live
Migration、RHA用のライセンスキーを生成できます。

注：Arcserveライセンスポータルへの登録がすでに済んでいる場合は、手順 9に
直接進んでください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveライセンスポータルを開きます。

2. ［新しい登録?］をクリックします。

3. ［Arcserve - Continuous Availability、Live Mirgration、RHA またはスタンドア

ロン UDP エージェントのライセンスを生成する］オプションを選択します。
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Arcserve Continuous Availability用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

［登録］フォームが表示されます。

4. 必要な詳細を入力します。

名前

名前を指定します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスにアクティベーション電子メールが送信され

ます。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-11XXXX4455
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Arcserve Continuous Availability用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

会社名

会社名を指定します。

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け

取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment
Numberを受け取ります。

5. ［登録］をクリックします。

登録が正常に終了した後、ポップアップメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、登録した電子メール ID に送信されたアクティベーション電

子メールを確認します。

7. 受信した電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックし、パスワー

ドを変更します。
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Arcserve Continuous Availability用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

8. パスワードを入力して［保存］をクリックします。

9. 登録されている資格情報で Arcserveライセンスポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルが開きます。

10. ［キーの生成］をクリックします。

注：Arcserve UDP Premium Plusエディションをインストールした場合、または

Arcserve Continuous Availabilityオーダーがライセンスポータルに追加された

場合にのみ、Arcserve Continuous Availabilityが［製品名］ドロップダウンリス

トに表示されます。

11. ［製品名］から Arcserve Continuous Availabilityを選択して、以下の手順を

実行します。
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Arcserve Live Migration用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

a. ［オーダー］から、目的のオーダーを選択します。このページには、その

オーダーに対して使用可能なライセンスのリストが表示されます。

b. グリッドから必要なライセンスを選択します。

c. ［Generate Key( キーの生成 ) ］をクリックします。

指定された詳細でライセンスキーが正常に生成されました。

注：生成されたライセンスキーはArcserve Continuous Availabilityで使用で

きます。Arcserve Replication/High Availability 18.0を備えたシステムは、

Arcserve Continuous Availabilityにアップグレードできます。詳細については、

テクニカルサポート サイトをご覧いただくか、弊社までお問い合わせくださ

い。

Arcserve Live Migration 用のArcserve ライセンスキー

を生成する方法

Arcserveライセンスポータルでは、Arcserve - Continuous Availability、Live
Migration、RHA用のライセンスキーを生成できます。
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Arcserve Live Migration用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

注：Arcserveライセンスポータルへの登録がすでに済んでいる場合は、手順 9に
直接進んでください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveライセンスポータルを開きます。

2. ［新しい登録?］をクリックします。

3. ［Arcserve - Continuous Availability、Live Mirgration、RHA またはスタンドア

ロン UDP エージェントのライセンスを生成する］オプションを選択します。
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Arcserve Live Migration用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

［登録］フォームが表示されます。

4. 必要な詳細を入力します。

名前

名前を指定します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスにアクティベーション電子メールが送信され

ます。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-11XXXX4455
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Arcserve Live Migration用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

会社名

会社名を指定します。

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け

取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment
Numberを受け取ります。

5. ［登録］をクリックします。

登録が正常に終了した後、ポップアップメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、登録した電子メール ID に送信されたアクティベーション電

子メールを確認します。

7. 受信した電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックし、パスワー

ドを変更します。
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Arcserve Live Migration用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

8. パスワードを入力して［保存］をクリックします。

9. 登録されている資格情報で Arcserveライセンスポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルが開きます。

10. ［キーの生成］をクリックします。

注：Arcserve Live Migrationオーダーがライセンスポータルに追加された場

合にのみ、Arcserve Live Migrationが［製品名］ドロップダウンリストに表示さ

れます。

11. ［製品名］から Live Migrationを選択して、以下の手順を実行します。
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Arcserve RHA 18.0 SP1用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

a. ［オーダー］から、目的のオーダーを選択します。このページには、その

オーダーに対して使用可能なライセンスのリストが表示されます。

b. グリッドから必要なライセンスを選択します。

c. ［Generate Key( キーの生成 ) ］をクリックします。

指定された詳細でライセンスキーが正常に生成されました。

Arcserve RHA 18.0 SP1 用のArcserve ライセンスキー

を生成する方法

Arcserveライセンスポータルでは、Arcserve - Continuous Availability、Live
Migration、RHA用のライセンスキーを生成できます。

注：Arcserveライセンスポータルへの登録がすでに済んでいる場合は、手順 9に
直接進んでください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveライセンスポータルを開きます。

2. ［新しい登録?］をクリックします。
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Arcserve RHA 18.0 SP1用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

3. ［Arcserve - Continuous Availability、Live Mirgration、RHA またはスタンドア

ロン UDP エージェントのライセンスを生成する］オプションを選択します。
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Arcserve RHA 18.0 SP1用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

登録ウィンドウが開きます。

4. 必要な詳細を入力します。

名前

名前を指定します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスにアクティベーション電子メールが送信され

ます。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-11XXXX4455
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Arcserve RHA 18.0 SP1用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

会社名

会社名を指定します。

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け

取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment
Numberを受け取ります。

5. ［登録］をクリックします。

登録が正常に終了した後、ポップアップメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、登録した電子メール ID に送信されたアクティベーション電

子メールを確認します。

7. 受信した電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックし、パスワー

ドを変更します。
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Arcserve RHA 18.0 SP1用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

8. パスワードを入力して［保存］をクリックします。

9. 登録されている資格情報で Arcserveライセンスポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルが開きます。

10. ［キーの生成］をクリックします。

注：Arcserve UDP Premium Plusエディションをインストールした場合、または

Arcserve RHAオーダーがライセンスポータルに追加された場合にのみ、

Arcserve RHAが［製品名］ドロップダウンリストに表示されます。

11. ［製品名］から Arcserve RHA 18.0を選択して、以下のいずれかの手順を実

行します。

1. ［RHAオーダー］から必要なオーダーを選択すると、そのオーダーで利

用可能なライセンスのリストが表示されます。

2. グリッドから必要なライセンスを選択します。

3. ［Generate Key( キーの生成 ) ］をクリックします。
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Arcserve RHA 16.5用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

指定された詳細でライセンスキーが正常に生成されました。

Arcserve RHA 16.5 用のArcserve ライセンスキーを生

成する方法

Arcserveライセンスポータルでは、Arcserve - Continuous Availability、Live
Migration、RHA用のライセンスキーを生成できます。

注：Arcserveライセンスポータルへの登録がすでに済んでいる場合は、手順 9に
直接進んでください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveライセンスポータルを開きます。

2. ［新しい登録?］をクリックします。

3. ［Arcserve - Continuous Availability、Live Mirgration、RHA またはスタンドア

ロン UDP エージェントのライセンスを生成する］オプションを選択します。
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Arcserve RHA 16.5用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

［登録］フォームが表示されます。

4. 必要な詳細を入力します。

名前

名前を指定します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスにアクティベーション電子メールが送信され

ます。

電話番号

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-11XXXX4455
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Arcserve RHA 16.5用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

会社名

会社名を指定します。

Order ID

Order IDを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Order IDを受け

取ります。

Fulfillment Number

Fulfillment Numberを指定します。

注：Arcserve UDPをダウンロードすると、電子メールで Fulfillment
Numberを受け取ります。

5. ［登録］をクリックします。

登録が正常に終了した後、ポップアップメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、登録した電子メール ID に送信されたアクティベーション電

子メールを確認します。

7. 受信した電子メールから、アクティベーション用のリンクをクリックし、パスワー

ドを変更します。
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Arcserve RHA 16.5用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

8. パスワードを入力して［保存］をクリックします。

9. 登録されている資格情報で Arcserveライセンスポータルにログインします。

Arcserveライセンスポータルが開きます。

10. ［キーの生成］をクリックします。

注：Arcserve UDP Premium Plusエディションをインストールした場合、または

Arcserve RHAオーダーがライセンスポータルに追加された場合にのみ、

Arcserve RHAが［製品名］ドロップダウンリストに表示されます。

11. ［製品名］から Arcserve RHA 16.5を選択し、以下の手順を実行します。

1. ［数］から、選択した製品用に生成する必要があるライセンスキーの

数を選択します。

2. ［Generate Key( キーの生成 ) ］をクリックします。
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Arcserve RHA 16.5用のArcserve ライセンスキーを生成する方法

指定された詳細でライセンスキーが正常に生成されました。

生成されたライセンスキーを使用して、Arcserve RHA 16.5にライセンスを適

用できます。
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第7章 : ライセンス適用前のArcserve 製品の使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

トライアル版 Arcserve 製品の使用方法 133

Arcserve UDP Workstation Free Edition について 144
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

トライアル版 Arcserve 製品の使用方法

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

トライアル版 Arcserve UDPの延長

トライアル版 Arcserve Backupの延長

Arcserveのトライアルの延長Email Archiving
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

トライアル版 Arcserve UDP の延長

重要：製品のトライアル版は、1回だけ延長することができます。

Arcserveでは、Arcserve UDPのトライアル期間を延長できます。トライアル期間の

最後に、延長をリクエストできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ［ヘルプ］をクリックし、［アクティベーションとライセンス］を選択します。

［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［トライアルの延長］タブをクリックします。

4. ［トライアルの延長］ダイアログボックスから、［トライアルの延長］をクリックし

ます。

ブラウザで［トライアルの延長のリクエスト］ページが開きます。

注：［トライアルの延長のリクエスト］ページが表示されない場合、ブラウザで

ポップアップがブロックされていないかどうかを確認します。

5. ［トライアルの延長］登録ページで、以下の詳細を入力します。

注：*のついたフィールドは必須です。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。トラ

イアル期間を延長するには、確認メールを開いて、リンクをクリックする必

要があります。

連絡先名 ( オプション)

名前を指定します。

国

国の選択に基づいて、Arcserveは会社から承認する権限を識別しま

す。

会社名 ( オプション)

会社名を指定します。

連絡先電話番号 ( オプション)

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

デフォルト ( 1TB のソースデータ制限がある、60 日間の全機能トライアル)

1TBのデータ制限付きで 60日間のデフォルト トライアルを有効化できま

す。カスタマイズされたトライアル延長要件については、［カスタマイズ済

み］チェックボックスをオンにします。

カスタマイズ済み

135 Arcserve ライセンスガイド



トライアル版 Arcserve製品の使用方法

トライアル延長リクエストの要件に従って、下記のカスタマイズオプション

を選択できます。

ソースデータサイズ( TB)

トライアル延長リクエストについて、必要なソースデータサイズを TBの

倍数で指定します。

Office 365 バックアップユーザ数

トライアル延長リクエストについて、必要な Office 365バックアップユー

ザ数を指定します。

x.物理ノードの場合

トライアル延長リクエストについて、必要な物理ノード数を指定しま

す。

x.仮想ノードの数

トライアル延長リクエストについて、必要な物理ノード数を指定しま

す。

追加情報

必要に応じて、追加情報を指定します。

6. ［サブミット］をクリックします。

承認のため、トライアルの延長のリクエストが送信されました。

Arcserveから確認メールが送信されます。

Arcserveから延長リクエストが承認される場合、アクティベーションリンクを

含んだ電子メールがArcserveから送信されます。

7. 電子メールに記載されたリンクをクリックします。

Arcserve製品のトライアル期間が延長されます。これで、アクティブ化された

ライセンスを確認できます。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

トライアル版 Arcserve Backup の延長

重要：製品のトライアル版は、1回だけ延長することができます。

Arcserveでは、Arcserve Backupのトライアル期間をオンラインで延長できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［ヘルプ］クリックして、［トライアルの延長］を選択します。

［トライアルの延長］ダイアログボックスが表示されます。［トライアルの延長］ダイア

ログボックスから、［トライアルの延長］をクリックします。

3. ブラウザで［トライアルの延長のリクエスト］ページが開きます。

注：［トライアルの延長のリクエスト］ページが表示されない場合、ブラウザでポップ

アップがブロックされていないかどうかを確認します。

4. ［トライアルの延長］登録ページで、以下の詳細を入力します。

注：*のついたフィールドは必須です。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。トライアル

期間を延長するには、確認メールを開いて、リンクをクリックする必要がありま

す。

連絡先名 ( オプション)

名前を指定します。

国

国の選択に基づいて、Arcserveは会社から承認する権限を識別します。

会社名 ( オプション)

会社名を指定します。

連絡先電話番号 ( オプション)

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

デフォルト ( 1TB のソースデータ制限がある、60 日間の全機能トライアル)

1TBのデータ制限付きで 60日間のデフォルト トライアルを有効化できます。カ

スタマイズされたトライアル延長要件については、［カスタマイズ済み］チェック

ボックスをオンにします。

カスタマイズ済み

トライアル延長リクエストの要件に従って、下記のカスタマイズオプションを選

択できます。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

ソースデータサイズ( TB)

トライアル延長リクエストについて、必要なソースデータサイズを TBの倍数

で指定します。

x.物理ノードの場合

トライアル延長リクエストについて、必要な物理ノード数を指定します。

x.仮想ノードの数

トライアル延長リクエストについて、必要な物理ノード数を指定します。

追加情報

必要に応じて、追加情報を指定します。

5. ［サブミット］をクリックします。

承認のため、トライアルの延長のリクエストが送信されました。

Arcserveから確認メールが送信されます。

Arcserveから延長リクエストが承認される場合、アクティベーションリンクを含んだ

電子メールがArcserveから送信されます。

6. 電子メールに記載されたリンクをクリックします。

Arcserve製品のトライアル期間が延長されます。これで、アクティブ化されたライセ

ンスを確認できます。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

Arcserve のトライアルの延長Email Archiving

Email Archivingでは、1回だけトライアルバージョンを延長することができます。トラ

イアルの延長は、期限までの残り日数が10日以下のときのみ表示されます。画

面の上部のSuper Admin名の前の通知アイコンを使用すると、トライアルバージョ

ンの終了日を表示することができます。たとえば、通知にはトライアル期間の終了

日が表示されます。

以下の手順に従います。

1. Email Archivingコンソールの右上から、［Super Admin］アイコンをクリックしま

す。

複数のオプションが表示されます。

2. オプションのリストで、［アクティベーションとライセンス］をクリックします。

［アクティベーションとライセンス］ページが表示され、［製品アクティベーショ

ン］タブの詳細が表示されます。

3. ［アクティベーションとライセンス］ダイアログボックスから、［電子メールアドレ

ス］と［名前］を入力します。

［トライアルの延長］オプションが有効化されます。

4. ［トライアルの延長］をクリックします。

ブラウザで［トライアルの延長のリクエスト］ページが開きます。

注：［トライアルの延長のリクエスト］ページが表示されない場合、ブラウザで

ポップアップがブロックされていないかどうかを確認します。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

5. ［トライアルの延長］登録ページで、以下の詳細を入力します。

注：*のついたフィールドは必須です。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを指定します。

注：この電子メールアドレスに確認用電子メールが送信されます。トラ

イアル期間を延長するには、確認メールを開いて、リンクをクリックする必

要があります。

連絡先名 ( オプション)

名前を指定します。

国

国の選択に基づいて、Arcserveは会社から承認する権限を識別しま

す。

会社名 ( オプション)

会社名を指定します。

連絡先電話番号 ( オプション)

電話番号を以下の形式で指定します：

国コード-電話番号。例：000-1122334455

デフォルト ( 1TB のソースデータ制限がある、60 日間の全機能トライアル)
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

1TBのデータ制限付きで 60日間のデフォルト トライアルを有効化できま

す。カスタマイズされたトライアル延長要件については、［カスタマイズ済

み］チェックボックスをオンにします。

x.メールボックスの数

トライアル延長リクエストに必要なメールボックス数を指定します。

追加情報

必要に応じて、追加情報を指定します。

6. ［サブミット］をクリックします。

承認のため、トライアルの延長のリクエストが送信されました。

Arcserveから確認メールが送信されます。

Arcserveから延長リクエストが承認される場合、アクティベーションリンクを

含んだ登録電子メールがArcserveから送信されます。

7. アクティベーションで指定した電子メールアドレスで、Arcserveからの登録

メールを開き、以下の手順を実行します。

a. 登録メールに記載されているアクティベーションリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入

力された状態で Arcserveライセンスポータルのログインページが表示

されます。

b. Arcserveライセンスポータルのプロファイルを作成するために希望のパ

スワードを入力し、［保存］をクリックします。

Arcserveライセンスポータルのログインページが表示されます。製品を

アクティブ化した後、Arcserve製品ライセンスを管理する必要がある

場合はログインします。

8. Arcserve Email Archivingコンソールに移動し、［ライセンス管理］タブをクリッ

クして、直接ライセンスを管理します。
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トライアル版 Arcserve製品の使用方法

9. 製品のすべてのライセンスの最新のステータスを表示するには、［ライセンス

の更新］をクリックします。

注：トライアルの延長のステータスと最終日を表示するには、Arcserve Email

Archivingコンソールの右上にある アイコンをクリックします。

Arcserve製品のトライアル期間が延長されます。
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Arcserve UDP Workstation Free Editionについて

Arcserve UDP Workstation Free Edition について

Arcserveではトライアル期間中にUDP Workstation Editionを使用することができ

ます。Arcserve UDP Version 5.0 Update 2以降では、トライアル期間が終了する

と、まだ正式なライセンスを取得していないユーザに、完全に機能する無償の

Workstation Free Editionが提供されます。この無料エディションは、ワークステー

ションクラスハードウェア( Microsoftのクライアント オペレーティングシステムを実行

するラップトップまたはデスクトップ)で使用でき、トライアル期間に提供されていた

すべての機能への完全なフルアクセスが提供されます(一部の機能に制限が適

用されます)。

注：Workstation Free Editionでは、UDPデータストアへのバックアップはサポートさ

れていません。

ポイント：

トライアル期間が終了すると、Workstation Edition ( トライアル期間エディショ

ン)がWorkstation Free Editionに変更されます。

Workstation Free Edition ノードは、引き続き Arcserve UDPコンソールから管理

できます。

完全な Arcserve UDP 「Workstation Edition」への非常に簡単なキーベースの

アップグレード方法が提供されます。

ライセンスキーなしで、ローカルディスク、共有フォルダ、またはその他のサポー

トされるすべてのデスティネーション( RPS以外 )へのバックアップを実行できま

す。

Workstation Free Editionでは、RPSをバックアップ先として選択できません。そ

のため、バックアップサイクル中に実際に転送されるデータ量を大幅に減少さ

せるグローバルデデュプリケーション機能を利用できません。この機能は、完

全な Workstation Editionにアップグレードすると使用可能なります。

ライブチャット機能は提供されていませんが、質問したり問題解決のためにオ

ンラインコミュニティベースのサポートが使用できます。

FAQについては、「Workstation Free Editionに関する FAQ」を参照してください。
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Arcserve UDP Workstation Free Editionについて

UDP Workstation Free Edition に関する FAQ

以下のFAQの一覧では、Arcserve UDP Workstation Free Editionに関連する情

報を提供します。

質問：試用版を使用して Arcserve UDP のすべての機能をテストできますか。

回答：はい、トライアル期間が終了するまで、試用版で、Arcserve UDPの
優れた機能をすべて利用できます。トライアル期間が終了すると、Arcserve
UDPのWorkstation Editionは自動的にWorkstation Free Editionに戻りま

す。

質問：Workstation Free Edition ノードで復旧ポイント サーバ( RPS) がデスティ

ネーションとして選択されると、どうなりますか。

回答：バックアップ先として RPSを選択できます。Arcserve UDP環境で使用

可能なライセンスは、要件に従って必要な数が使用されます。

質問：Arcserve UDP では、ライセンスを消費する必要がある場合を判断でき

るのですか。

回答：Arcserve UDPは、どのノードがライセンスを必要とするかを判断でき

る機能を備えており、必要な場合にのみライセンスを使用 (消費 ) します。

そのため、共有フォルダへのバックアップを実行しても、ライセンスは消費され

ません。ただし、バックアップ先として RPSを選択すると、使用可能な場合は

ライセンスが消費されます。その後は、Workstation Free Edition ノードからの

バックアップ先として RPSを使用 (選択 )でき、その場合も使用可能なライセ

ンスが1つ消費されます( これにより、Workstation Free Edition ノードではな

くなります)。

質問：Workstation Free Edition は、Windows 2012 などのサーバクラスオペ

レーティングシステム用に使用できますか。

回答：いいえ。Workstation Free Editionは、サポートされるWindowsクライ

アント オペレーティングシステム( Windows 7、8、8.1など)を搭載するデスク

トップおよびラップトップでのみ使用されます。サポートされているすべてのオ

ペレーティングシステムの一覧を表示するには、「動作要件」を参照してくだ

さい。

質問：Workstation Free Edition の製品サポートは提供されますか。

回答：製品内からオンラインコミュニティベースのサポートに直接接続する

ことにより、Workstation Free Editionに関するサポートを利用できます。完

全な Workstation Editionでは、「ライブチャット」機能 ( Workstation Free
Editionでは使用不可 )などの、さらに高度で迅速なサポート機能を利用で

きます。
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第8章 : Arcserve ライセンスポータルの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve ライセンスポータルの理解 147

Arcserve ライセンスポータルの画面の説明 149

ユーザオプションの管理 151

製品ライセンスの管理 152
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オンラインでのArcserve 製品ライセンスのアクティブ化 165

使用履歴の表示 166

オーダー履歴の表示 167

スタンドアロンエージェント /Arcserve RHA 用のキーのダウンロード 168
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Arcserve ライセンスポータルの理解

Arcserve ライセンスポータルの理解

Arcserveライセンスポータルは、Arcserve製品のすべてのライセンスを管理すること

ができます。ポータルでは、複数の機能を実行できます。ログインページで、登録

時に使用したのと同じ認証情報を入力します。

注：初回ログイン後に、ポータルを使用してパスワードを変更します。

ログインページでは以下のオプションを設定することもできます。

新規登録

Arcserve UDPまたはArcserve RHAのスタンドアロンエージェントを新規登録で

きます。

重要：このオプションは、Arcserve UDP v6.5またはArcserve Backup r17.5のライセ

ンスには適用されません。

マニュアル

Arcserve UDP v6.5および Arcserve Backup r17.5のライセンスの初回登録とライ

センスアクティベーションに関する情報が記載されています。

Activate/Deactivate in offline mode ( オフラインモードでのアクティブ化/非アクティ

ブ化 )
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Arcserve ライセンスポータルの理解

このリンクをクリックすると、offline.arcファイルをアップロードして、オフラインモー

ドでマシンをアクティブ化または非アクティブ化することができます。

FAQ

他のユーザから寄せられたよくある質問に対する回答を参照することができま

す。

第8章 : Arcserve ライセンスポータルの使用 148



Arcserve ライセンスポータルの画面の説明

Arcserve ライセンスポータルの画面の説明

Arcserveライセンスポータルのランディングページには、次のフィールドが表示され

ます。

トップバー

各タブを使用して特定の操作を実行できます。たとえば、ランディングページ

には［ホーム］タブのオプションが表示されます。

ホーム

ライセンスプールを作成したり、製品のオーダーを追加したりすることができ

ます。
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Arcserve ライセンスポータルの画面の説明

オフラインアクティブ化

Arcserve製品をオフラインモードでアクティブ化できます。

オンラインアクティブ化

Arcserve製品をオンラインモードでアクティブ化できます。

使用履歴

ライセンスの完全な使用状況を確認できます。

オーダー履歴

ライセンスオーダーの完全な履歴を確認できます。

Download Keys ( キーのダウンロード)

Arcserve RHAのキーとArcserve UDPのスタンドアロンエージェントのキーを表

示および生成できます。

サイド バー

右上に、ログインしているユーザの名前/電子メール IDが表示されます。ドロッ

プダウンオプションを使用すると、ユーザのプロファイルとパスワードを更新でき

ます。

通知アイコン

製品の有効期限に関する詳細情報が表示されます。

選択したタブの画面

トップバーの下の画面には、選択したタブの使用可能なフィールドが表示され

ます。ランディングページにはデフォルトで、［ホーム］ページの使用可能なオプ

ションが表示されます。中央のセクションの表示を変更するには、他のタブをク

リックします。
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ユーザオプションの管理

ユーザオプションの管理

Arcserveライセンスポータルの右上に、ログインしているユーザの名前が表示され

ます。

ユーザ名のドロップダウンリストからオプションをクリックすると、以下のタスクを実行

できます。

パスワードの変更

ポータルから直接パスワードを更新します。新しいパスワードを入力し、［パス

ワードの変更］をクリックします。

注：［新しいパスワードの入力］ボックス内をクリックすると、パスワードを変更

する電子メールの IDが表示されます。

プロファイルの編集

プロフィールを更新できます。画面名、連絡先番号、会社名を変更すること

ができます。

ログアウト

Arcserveライセンスポータルからサインアウトできます。画面の制御オプション

から閉じるのではなく、［ログアウト］オプションを使用することをお勧めします。

ヘルプ

関連するドキュメントを表示できます。
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製品ライセンスの管理

製品ライセンスの管理

［ホーム］タブを使用すると、製品のライセンスを管理することができます。［ホーム］
タブは、ログイン後に表示されるデフォルトのランディングページです。他のタブを使

用している場合は、［ホーム］タブをクリックしてライセンスを管理します。

［ホーム］タブの画面で、ライセンスプールのステータスを確認し、ライセンスプール

を管理することができます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ライセンスプールのステータスの表示

ライセンスプールの管理
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製品ライセンスの管理

ライセンスプールのステータスの表示

［ホーム］タブの画面で、作成したライセンスプールの詳細を確認できます。リスト

を並べ替えるには、テーブルの右側にあるオプションを使用します。

ライセンスプール名単位

製品名単位
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製品ライセンスの管理

ライセンスプール名単位

このオプションを使用すると、既存のライセンスプールのリストが、それらの名前順

に表示されます。リストには複数のフィールドが表示されます。

ライセンスプール名

プールの名前を示します。プール名のアルファベット順に並べられます。ライセン

スプールとは、1つ以上のマシンに割り当てられたライセンスのグループのことで

す。

ライセンスプールの前のアイコンを使用すると、プールのすべての名前を展開ま

たは折りたたむことができます。個々のライセンスプールを折りたたんだり、展

開したりすることもできます。
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製品ライセンスの管理

製品名

ライセンスプールからライセンスを消費する製品の名前を示します。

Fulfillment Number

オーダーに関連付けられている Fulfillment Numberが表示されます。

単位

製品に使用される単位のタイプを示します。たとえば、マシン、ソケット、TBな

どです。

購入

特定の製品の購入ライセンス数を示します。

使用総数

購入したライセンスの中から、使用したライセンスの数を示します。

残り

単位に割り当てることができる使用可能なライセンスの数を示します。

155 Arcserve ライセンスガイド



製品ライセンスの管理

製品名単位

このオプションを使用すると、ライセンスプールのリストが、製品名順に表示されま

す。

製品名

ライセンスプールが割り当てられている製品の名前を示します。

Fulfillment Number

オーダーに関連付けられている Fulfillment Numberが表示されます。

ライセンスプール名

製品に割り当てられているライセンスプールの名前を示します。

単位

ライセンスプールに使用される単位のタイプを示します。たとえば、マシン、ソ

ケット、TBなどです。

購入

特定のライセンスプールの購入ライセンス数を示します。

使用総数

購入したライセンスの中から、使用したライセンスの数を示します。

残り

単位に割り当てることができる使用可能なライセンスの数を示します。
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製品ライセンスの管理

ライセンスプールの管理

Arcserveライセンスポータルには、ライセンスプールを管理するための複数のアク

ションが用意されています。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オーダーの追加

ライセンスプールの作成

ライセンスプールの割り当て

ライセンスプールの変更または削除
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製品ライセンスの管理

オーダーの追加

重要：［オーダーの追加］オプションを使用すると、アクティブ化されたサーバにオー

ダーを追加することができます。

Arcserveライセンスポータルを使用すると、オーダーの詳細を直接指定してプロ

フィールに追加できます。新しいオーダーを追加するには、有効なOrder ID と

Fulfillment Numberが必要です。

有効かつ一意のOrder IDおよび Fulfillment Number とは、次のような番号を指し

ます。

詳細が一致：同一オーダーのOrder ID と Fulfillment Numberが送信され

た。

一意の番号：どちらの番号も使用されていない。

以下の手順に従います。

1. ホームページから［オーダーの追加］をクリックします。

2. ［オーダーの追加］ダイアログで、Order IDと Fulfillment Numberを入力し、

［オーダーの確認］をクリックします。
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製品ライセンスの管理

指定したOrder ID と Fulfillment Numberがまだ使用されていない場合は、

［ライセンスの追加先］オプションと［ライセンスプール名］オプションが表示さ

れます。

3. ［ライセンスの追加先］タブでは、ドロップダウンリストから次のオプションを選

択できます。

a. 既存のライセンスプール：ドロップダウンリストから［既存のライセンス

プール］オプションを選択した場合は、［ライセンスプール名］ドロップダ

ウンリストから既存のプールを選択して［追加］をクリックできます。

注：デフォルトでは、既存のライセンスプールが選択されます。

b. 新規ライセンスプール：ドロップダウンリストから［新規ライセンスプー

ル］オプションを選択した場合は、［ライセンスプール名］タブでライセン

スプールの名前を指定し、［追加］をクリックする必要があります。
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製品ライセンスの管理

注：オフラインモードで共有されている既存のプールにオーダーを追加する

場合は、以下の手順に従います。

a. ［オフラインアクティブ化］タブに移動します。

b. 使用可能なすべての製品を選択します。

c. activation.arcファイルをダウンロードします。

d. activation.arcファイルを各製品のインストールフォルダにコピーします。

l Arcserve UDP：{UDPのインストールパ

ス}/Management/Configuration
l Arcserve Backup ：{Arcserve Backupのインストールパス}。例：

C:\Program Files(x86)\CA\ARCserve Backup\
l Arcserve Email Archiving：/var/fas/www/Offline

e. ［ライセンス管理］タブの［更新］をクリックして、追加したライセンスを

表示します。

指定した詳細が一意かつ正確であるかどうかを確認します。確認が完了

すると、［追加］ボタンが有効になります。

4. ［追加］ボタンをクリックします。

オーダーが追加され、［ライセンスプール］リストに表示されます。
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製品ライセンスの管理

ライセンスプールの作成

ライセンスプールを作成すると、デフォルト プールから使用可能なライセンスを使

用して新しいライセンスプールを追加できます。

以下の手順に従います。

1. ホームページで［ライセンスプールの作成］をクリックします。

2. ［ライセンスプール］画面でライセンスプールの一意の名前を入力します。

注：既存のライセンスプールと異なる名前を付ける必要があります。

3. ［New Pool Quantity ( 新しいプール数 ) ］オプションで、新しいプールに必要

なライセンス数を割り当て、［保存］をクリックします。

注：［製品名］行で、使用可能なライセンスの残りの数を確認できます。要

件に基づいて、デフォルト ライセンスプールの別の製品名からライセンスを

入力します。

割り当てたライセンス数で新しいプールが作成されます。
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製品ライセンスの管理

ライセンスプールの割り当て

既存のライセンスプールを 1つ以上の製品に割り当てまたは再割り当てするに

は、［オンラインアクティブ化］タブを使用します。

詳細については、「オンラインでのArcserve製品ライセンスのアクティブ化」を参照

してください。
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製品ライセンスの管理

ライセンスプールの変更または削除

既存のライセンスプールを変更または削除することができます。

以下の手順に従います。

1. ［ホーム］タブをクリックします。

既存のライセンスプールのリストが表示されます。

2. 変更または削除するライセンスプールの名前をクリックします。

［ライセンスプールの編集］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［ライセンスプールの編集］オプションで、次のようにします。

変更するには、プールの数を更新して、［保存］をクリックします。

プールを削除するには、［削除］をクリックします。
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オフラインでのArcserve製品ライセンスのアクティブ化

オフラインでのArcserve 製品ライセンスのアクティブ化

オフラインアクティベーションを使用すると、Arcserve製品ライセンスをオフライン

モードでアクティブ化できます。

詳細については、「オフラインでのArcserve UDPライセンスのアクティブ化」を参照し

てください。
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オンラインでのArcserve製品ライセンスのアクティブ化

オンラインでのArcserve 製品ライセンスのアクティブ化

［オンラインアクティブ化］オプションを使用すると、サーバ上で使用可能な 1つ以

上の製品のライセンスを表示およびアクティブ化できます。ライセンスプールを割り

当てまたは再割り当てした後、製品コンソールからライセンスアクティベーションの

ステータスを確認することができます。

以下の手順に従います。

1. リストからサーバを選択します。

選択したサーバに関連する製品が製品テーブルに表示されます。

2. ［Change License Pool ( ライセンスプールを変更 ) ］ドロップダウンオプションか

らプールを選択し、［適用］をクリックします。

注：選択したプールは、［製品名］に表示されるすべての製品に適用されま

す。

選択した製品にライセンスプールが割り当てられることを示す確認メッセー

ジが表示されます。

3. 確認メッセージで［OK］をクリックします。

割り当てられたライセンスプールを確認できます。

4. Arcserve製品コンソールから、ライセンスがアクティブ化されているかどうかを

確認します。

例：Arcserve UDPのライセンスをアクティブ化して、適用されているすべての

ライセンスを確認したら、Arcserve UDPコンソールから、［ヘルプ］>［Activate
and License Management ( アクティブ化とライセンス管理 ) ］ウィンドウに移動

し、［ライセンス管理］タブをクリックします。
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使用履歴の表示

使用履歴の表示

［使用履歴］では、ライセンスの完全な使用状況を確認できます。

サーバ名

ライセンスで使用されているサーバの名前を示します。

製品

サーバにインストールされている製品の名前を示します。

製品バージョン

製品のバージョンを示します。

保護データ

そのバージョンの製品で保護されているデータの量を示します。

保護されている RawData

そのバージョンの製品で保護されている Rawデータの量を示します。

ストレージ上のデータサイズ

ストレージ上にあるそのバージョンの製品のデータサイズを示します。

物理サーバ

製品に使用されている物理サーバの数を示します。

仮想サーバ

製品に使用されている仮想サーバの数を示します。

更新日

最終更新日を示します。

ステータス

ライセンスの現在のステータスを示します。ステータスは［アクティブ］または［非
アクティブ］です。
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オーダー履歴の表示

オーダー履歴の表示

［オーダー履歴］では、ライセンスオーダーの完全な履歴を確認できます。

オーダー番号

オーダーに対して発行されたOrder ID を示します。

Fulfillment Number

オーダーに対して発行された Fulfillment Numberを示します。

製品

オーダーした製品の名前を示します。

数

オーダーした製品のライセンス数を示します。

オーダー日付

オーダーした日付を示します。

期間の月数

オーダーに適用される月数を示します。

注：［期間の月数］はメンテナンスベースのオーダーに適用されます。

メンテナンス開始
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スタンドアロンエージェント /Arcserve RHA用のキーのダウンロード

メンテナンスの開始日を示します。

メンテナンス終了

メンテナンスの終了日を示します。

スタンドアロンエージェント /Arcserve RHA 用のキーのダ

ウンロード

［Download Keys (キーのダウンロード) ］オプションを使用すると、Arcserve UDPまた

はArcserve RHAのスタンドアロンエージェントのキーを表示および生成できます。

重要：［Download Keys (キーのダウンロード) ］オプションは、Arcserve RHAまたは

Arcserve UDPスタンドアロンエージェントにのみ適用されます。キー関連の情報を

表示することができ、キーを生成することもできます。

キーを生成するには、［製品名］からいずれかのオプションを選択し、［数］ドロップ

ダウンリストから数を選択する必要があります。

注：Arcserve RHAは、Arcserve UDP プレミアムエディション以上のライセンスを購

入した場合にのみ、［製品名］ドロップダウンリストに表示されます。

UDP Agent for Windows/UDP Agent for Linux 用に生成されたキーは、下の詳細

と共に表示されます。

製品名

キーを生成した製品の名前を示します。

製品バージョン

キーを生成した製品のバージョンを示します。

数

この製品のために生成したキーの数を示します。

キー

特定の数に対して生成された製品のキー番号を示します。

Date

キー生成の日時を示します。
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スタンドアロンエージェント /Arcserve RHA用のキーのダウンロード

Arcserve RHA 用に生成されたキーは、以下の詳細と共に表示されます。

製品名

キーを生成した製品の名前を示します。

RHA オーダー

キーを生成した RHAオーダーを示します。

Skill Description ( スキルの説明 )

この製品のために生成したキーのスキルの説明を示します。

Platform

この製品のために生成したキーのプラットフォームを示します。

キー

特定の数に対して生成された製品のキー番号を示します。

数

この製品のために生成したキーの数を示します。

Date

キー生成の日時を示します。
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第9章 : FAQ
このセクションには、FAQ(よくある質問 )が含まれます。

システムがインターネットに接続されているときに、オフラインアクティベーションを強
制的に実行する方法 171

Arcserve からライセンス関連の通知を頻繁に受信する理由 172

Internet Explorer を使用して最新の変更を表示する方法 173

Arcserve ライセンスアクティベーション電子メールが届かない 175

ライセンスが使用可能であっても、アプライアンスにライセンスエラーが表示される 176

Arcserve Backup とArcserve UDP が同じマシン上にある場合にオンラインアクティ
ベーションを実行する方法 178

Arcserve Backup とArcserve UDP が同じマシン上にある場合にオフラインアクティ
ベーションを実行する方法 179

NDMP をサポートする NAS フィルタ用のArcserve UDP ソケット ベースエディション
にライセンスを適用する方法 179

クラウド内のサーバ用のArcserve UDP にライセンスを適用する方法 180
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システムがインターネットに接続されているときに、オフラインアクティベーションを強制的に実行する方法

システムがインターネットに接続されているときに、オフ

ラインアクティベーションを強制的に実行する方法

システムがインターネットに接続されているときにArcserve UDPのオフラインアクティ

ベーションを強制的に実行するには、以下の手順に従います。

1. 以下の場所に移動します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Management\Configuration

2. EntitlementRegister_Windows.propertiesファイルを開きます。

3. サーバ名を SERVERNAME=www.arcserve-register.comから

SERVERNAME=www.dummy-arcserve-register.comに変更します。

4. ここで、リンク先に記載されているオフラインアクティベーション用のプロセスを

実行します。

注：オフラインアクティベーション用に提供されるリンクをクリックすると、オンラ

インマシンとオフラインマシンの両方の手順が表示されます。この場合は、

すべての手順を同じマシンで実行する必要があります。
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Arcserveからライセンス関連の通知を頻繁に受信する理由

Arcserve からライセンス関連の通知を頻繁に受信す

る理由

Arcserveでは、年間サブスクリプションに基づいて製品ライセンスを提供していま

す。受信された通知は、製品タイプに基づき、以下の理由によるものです。

Arcserve UDP：サブスクリプションベースのライセンスの場合、登録された電

子メールアドレスに、特定の日数でサブスクリプションが終了することを通知

する電子メールと通知が送信されます。たとえば、60、30、15、および 0日
で通知されます。

注：サブスクリプション終了日については、［メッセージ］タブに移動し、

Arcserve UDPコンソールの［詳細］をクリックします。

Arcserve Email Archiving オンプレミス：サブスクリプションベースのライセンス

の場合、サブスクリプション有効期限通知が Super Adminに送信されます。

この通知は、サブスクリプションの有効期限から 60日前に、24時間ごとに

表示されます。

注：サブスクリプション有効期限後、30日間の猶予期間があります。猶予

期間が終了すると、Super Admin以外のすべての役割でログインが失敗し

ます。Super Adminは、製品ライセンスをアクティブ化して、すべての役割の

ログインを有効化する必要があります。

Arcserve Backup：サブスクリプションベースのライセンスの場合、登録された

電子メールアドレスに、特定の日数でサブスクリプションが終了することを通

知する電子メールと通知が送信されます。たとえば、60、30、15、および 0
日で通知されます。

注：サブスクリプション終了日詳細は、Arcserve Backupマネージャの右上隅

に表示されます。
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Internet Explorer を使用して最新の変更を表示する方法

Internet Explorer を使用して最新の変更を表示する

方法

Internet Explorerを使用して Arcserveエンド ユーザライセンスポータルを参照して

いる場合、Arcserveエンド ユーザライセンスポータルの最新の変更が反映されて

いないことがあります。

最新の変更を表示するには、次の手順を実行します。

1. Internet Explorerで［設定］ アイコンをクリックします。

2. ドロップダウンリストから［インターネット オプション］を選択します。

［インターネットオプション］ダイアログボックスが表示されます。
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Internet Explorer を使用して最新の変更を表示する方法

3. ［閲覧の履歴］の［設定］をクリックします。

［Web サイト データの設定］ダイアログボックスが表示されます。

［Webサイトを表示するするたびに確認する］を選択し、［OK］をクリックしま

す。

これで、最新の変更を正しく表示できます。
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Arcserve ライセンスアクティベーション電子メールが届かない

Arcserve ライセンスアクティベーション電子メールが届

かない

Arcserveライセンスアクティベーション電子メールが届かないことがあります。アク

ティベーション電子メールを受信するには、以下の手順に従います。

メールボックスの迷惑メールフォルダを確認してください。

または

電子メールの設定で電子メールアドレス

Arcserve.Registration@arcserve.comにアクティベーションメールの受信が許

可されていることを手動で確認するか、管理者に問い合わせてください。
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ライセンスが使用可能であっても、アプライアンスにライセンスエラーが表示される

ライセンスが使用可能であっても、アプライアンスにライ

センスエラーが表示される

複数の理由により、アプライアンスでライセンスエラーが発生することがあります。

ライセンスが使用可能であっても、アプライアンスのアクティビティログに、ライセンス

に関連する次のエラーメッセージが記録されることがあります。

ライセンスエラー.［ヘルプ］- ［アクティベーションとライセンス］に移動して、このノー

ドで必要とされる正確なライセンスを確認してください。

アプライアンスに使用できるライセンスを表示するには、以下を確認します。

1. RPSも v6.5にアップグレードされており、Arcserve UDPコンソールで RPS がア

プライアンスとして検出される。

Arcserve UDP コンソールで RPSのアップグレードが検出されたかどうかは、表

示されるアイコンのタイプからわかります。

アプライアンスで RPS が動作していないときに表示されるアイコン：

アプライアンスで RPS が動作しているときに表示されるアイコン：
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ライセンスが使用可能であっても、アプライアンスにライセンスエラーが表示される

上記のアイコンが表示されない場合、RPSサーバはアプライアンスとし

て検出されていません。コンソールで RPSが検出されるようにするに

は、Arcserve UDPコンソールで RPSを右クリックし、［更新］をクリックし

ます。

2. すべてのタスク/プランのバックアップ先が、ボリュームがアプライアンス上で作

成されたデータストアである。

注：アプライアンスのライセンスは、バックアップ先がアプライアンス上のボ

リュームである場合にのみ使用されます。バックアップ先がアプライアンス上で

ない場合は、アプライアンスライセンスとは別のライセンスを追加する必要が

あります。
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Arcserve Backup とArcserve UDPが同じマシン上にある場合にオンラインアクティベーションを実行する方

Arcserve Backup とArcserve UDP が同じマシン上にあ

る場合にオンラインアクティベーションを実行する方法

解決策 1:

最初にArcserve UDP をアクティブ化したい場合

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPのオンラインアクティベーションプロセスを実行します。

2. Arcserve UDPのアクティベーションが完了したら、［ライセンス管理］の［更
新］をクリックし、アクティブ化済みのライセンスを表示します。

3. Arcserve Backupマネージャを開くと、Arcserve Backupが自動的にアクティブ

化されています。

解決策 2:

最初にArcserve Backup をアクティブ化したい場合

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupのオンラインアクティベーションプロセスを実行します。

2. Arcserve Backupのアクティベーションが完了したら、Arcserve Backupマネー

ジャを開き、アクティブ化済みのライセンスを表示します。

3. Arcserve UDPコンソールの［ライセンス管理］タブの［更新］をクリックして、ア

クティブ化済みライセンスを表示します。
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Arcserve Backup とArcserve UDPが同じマシン上にある場合にオフラインアクティベーションを実行する方

Arcserve Backup とArcserve UDP が同じマシン上にあ

る場合にオフラインアクティベーションを実行する方法

以下の手順に従います。

1. まず、Arcserve UDPのオフラインアクティベーションを実行します。

2. アクティブ化済みのライセンスを更新するには、Arcserve UDPコンソールの［ラ
イセンス管理］タブで［更新］をクリックします。

注：Arcserve Backupマネージャからライセンスを更新しようとすると、

Arcserve Backup 17.5、17.5 SP1、18.0で以下のエラーが発生します。

ライセンスの更新を完了できませんでした( rc=[5311])

Arcserve Backup 19.0 の場合は、以下のエラーが発生します。

リクエストの処理に失敗しました。しばらく待ってから再試行します。問題が

解決しない場合は、Arcserveサポートにお問い合わせください。

3. Arcserve Backupマネージャで、［CA_LIC］フォルダに移動し、ca.olfファイルが

以下のパスにあるかどうかを確認します。

C:\Program Files (x86)\Arcserve\SharedComponents\CA_LIC

4. 以下のパスにある EntitlementRegister_Windows.propertiesファイルをコピー

します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Management\Configuration

5. コピーした EntitlementRegister_Windows.propertiesファイルを以下のパスに

再配置します。

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup

6. Arcserve Backupマネージャを開きます。

Arcserve Backupが正常にアクティブ化されました。

NDMP をサポートする NAS フィルタ用のArcserve UDP
ソケット ベースエディションにライセンスを適用する方

法

Arcserve Backup NDMP NAS Optionでは、各論理 NASをカウントします。そのた

め、大規模な NASに複数のヘッドまたは複数の IPがある場合、すべてに

Premiumソケット ライセンスが必要です。
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クラウド内のサーバ用のArcserve UDPにライセンスを適用する方法

一方で、Arcserve UDP UNCパス/CIFS保護では、代替手段が提供されます。つま

り、NDMP とは異なり、継続的な増分が提供され、より優れたデデュープを備えて

おり、RPS間レプリケーションからメリットを得られます。この保護は Standard Edition
で利用できます。

クラウド内のサーバ用のArcserve UDP にライセンスを

適用する方法

クラウド インスタンスの場合、OSインスタンスごとのライセンスを使用するか、OSに
vCPUを提供するのと同じ数のソケット ベースのライセンスを使用することができま

す
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第10章 : トラブルシューティング

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オンラインアクティベーションをアクティブ化すると、オフラインアクティベーションに切
り替わる 182

Arcserve UDP v6.5 スタンドアロンエージェントへのアップグレード後、ポータルのログ
イン認証情報を使用できなくなった 184

ライセンス SDK をインストールおよびアンインストールする方法 185
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オンラインアクティベーションをアクティブ化すると、オフラインアクティベーションに切り替わる

オンラインアクティベーションをアクティブ化すると、オフ

ラインアクティベーションに切り替わる

Arcserve UDP：

Arcserve UDPライセンスをオンラインでアクティブ化すると、オフラインアクティベー

ションのウィンドウが表示されます。

現象

インターネット接続を使用してコンソールから Arcserve UDPをアクティブ化すると、

オフラインアクティベーションのウィンドウが表示されます。この問題は、アクティベー

ションに使用されているマシンでプロキシが有効になっていることが原因で発生しま

す。

解決策

注：この解決策は、Arcserve UDP v6.5 Update 1にのみ適用されます。それより前

のバージョンのArcserve UDPを使用している場合、この解決策で解決するには、

既存のバージョンのArcserve UDPにP00000715またはUDPV6.5U1パッチを適用

してください。

アクティベーションに進む前に、次の場所にある EntitlementRegister_
Windows.propertiesファイルにPROXY_HOSTNAMEパラメータと PROXY_PORT_
NUMBERパラメータを追加します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data Protection\Management\Configuration\

PROXY_HOSTNAME=<カスタマプロキシのホスト名>

PROXY_PORT_NUMBER=<カスタマプロキシのポート番号>

Arcserve Backup：

Arcserve Backupライセンスをオンラインでアクティブ化すると、オフラインアクティベー

ションのウィンドウが表示されます。

現象

インターネット接続を使用してコンソールから Arcserve Backupをアクティブ化する

と、オフラインアクティベーションのウィンドウが表示されます。この問題は、アクティ

ベーションに使用されているマシンでプロキシが有効になっていることが原因で発

生します。

解決策

注：問題を解決するためのテスト修正が用意されています。詳細については、

Arcserveサポートまでお問い合わせください。
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オンラインアクティベーションをアクティブ化すると、オフラインアクティベーションに切り替わる

アクティベーションに進む前に、次の場所にある EntitlementRegister_
Windows.propertiesファイルにPROXY_HOSTNAMEパラメータと PROXY_PORT_
NUMBERパラメータを追加します。

C:\Program Files (x86)\CA\Arcserve Backup

PROXY_HOSTNAME=<カスタマプロキシのホスト名>

PROXY_PORT_NUMBER=<カスタマプロキシのポート番号>
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Arcserve UDP v6.5スタンドアロンエージェントへのアップグレード後、ポータルのログイン認証情報を使用で

Arcserve UDP v6.5 スタンドアロンエージェントへのアッ

プグレード後、ポータルのログイン認証情報を使用で

きなくなった

Arcserve UDP v6.5スタンドアロンエージェントのアップグレード後には、ログイン認

証情報を使用できなくなります。

現象

Arcserveライセンスポータルのログイン認証情報は、Arcserve UDP v6.5スタンドア

ロンエージェントへのアップグレード後に使用できなくなります。この問題は、PIP
(製品向上プログラム)に登録したArcserve UDPスタンドアロンエージェントを以

前のバージョンからアップグレードした場合に発生します。

解決策

この問題を回避するには、以下の手順に従います。

1. リンクをクリックし、Arcserveライセンスポータルに移動します。

Arcserveライセンスポータルのログインページが表示されます。

2. Arcserveライセンスポータルのログインページで［パスワードを忘れた場合］
をクリックします。

3. ［パスワードを忘れた場合］ページで、PIP登録に使用した電子メールアドレ

スを入力し、［サブミット］をクリックします。

4. 上記で入力した電子メールアドレスを開きます。

Arcserveから、「パスワードを忘れた場合」という電子メールが届きます。

5. その電子メールからアクティベーション用のリンクをクリックします。

Arcserveの登録ページが表示され、ユーザの電子メールがすでに入力され

た状態で［パスワードの作成］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［パスワードの作成］ダイアログボックスで、Arcserveライセンスポータルのプ

ロファイルを作成するための希望のパスワードを入力します。

7. ［保存］をクリックします。

Arcserveライセンスポータルのログインページが表示されます。新しく作成し

た認証情報を使用して、Arcserveライセンスポータルにログインすることがで

きます。
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ライセンスSDK をインストールおよびアンインストールする方法

ライセンス SDK をインストールおよびアンインストールす

る方法

Arcserve製品では、すべてのリリースでライセンス SDKがインストールされます。手

動で再インストール、アップグレード、またはアンインストールできます。

ライセンス SDK をインストールまたはアップグレードするには、以下の手順に従いま

す。

1. すべてのArcserveアプリケーションを閉じて、ご使用のシステムで実行されて

いるすべてのArcserve製品のサービスを停止します。

2. lic98.dllまたは lic98_64.dllが使用されていないことを確認します。

3. 以下のいずれかの操作を実行します。

Arcserve Backupの場合：Arcserve Backupの isoをマウントし、

\IntelNT\LICENSEフォルダに移動します。

Arcserve UDPの場合：UDPコンソールマシンで以下のUDPインストー

ルパスに移動します。

X:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Management\Deployment\D2D\IntelNT\LICENSE

4. BaseLicInst.exeを実行します。

5. \IntelNT\LICENSEから lic_comp_codes.datをコピーして、C:\Program Files
(x86)\Arcserve\SharedComponents\CA_LICのファイルを置き換えます。

ライセンス SDK をアンインストールするには、以下の手順に従います。

1. C:\Program Files (x86)\Arcserve\SharedComponents\CA_LICフォルダに移動

します。

2. C:\Program Files (x86)\Arcserve\SharedComponents\CA_LICから lic98_
uninstaller.zipのファイルを抽出します。

3. rmlicense.batを実行してライセンス SDKをアンインストールします。
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